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（
一
）
紹
介
者
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
勞
作

邦
譯
に
つ
い
て

「
國
家
理
性
」
と
呼
ば
れ
る
人
間
の
精
神
機
能
は
そ
の
名
前
が
生
ず

る
以
前
か
ら
歴
史
上
に
慥
か
に
有
つ
た
で
あ
ら
う
。
都
市
國
家
簇
立

時
代
の
ギ
リ
シ
ア
に
、
古
代
王
政
と
、
續
い
て
の
共
和
政
時
代
の
ロ

ー
マ
に
も
そ
れ
が
有
つ
た
事
が
認
め
ら
れ
る（

（
（

。だ
が
こ
の
名
前
が「
國

家
」
と
「
理
性
」
と
の
二
つ
の
概
念
を
複
合
さ
せ
た
成
語
と
し
て
生

れ
、
用
ゐ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
の
は
十
六
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
共
和
國
政
府
の
一
員
に
し
て
政
治
哲
學
者
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ

の
政
論
を
継
承
し
た
そ
の
周
圍
の
知
識
人
達
に
よ
つ
て
で
あ
る
。
ル

ネ
サ
ン
ス
期
の
イ
タ
リ
ア
で
こ
の
語
は
忽
ち
に
し
て
知
識
人
社
會
に

普
及
し
た
が
や
が
て
関
心
を
惹
か
な
く
な
り
、
平
凡
な
政
治
用
語
と

し
て
忘
れ
ら
れ
た
も
同
然
と
な
つ
た
。

近
代
に
至
つ
て
こ
の
語
に
注
目
し
、
政
治
學
の
一
つ
の
理
念
と

し
て
の
生
命
を
復
活
さ
せ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
人
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

マ
イ
ネ
ッ
ケ
（Friedrich M

einecke, （862-（954

）
で
あ
り
、
彼

が
一
九
二
四
年
に
『
近
代
史
に
於
け
る
國
家
理
性
の
理
念
』（D

ie 

ldee der Staatsräson in der N
eueren Geschichte

）
を
著
し

た
事
に
よ
つ
て
で
あ
る
。
こ
の
書
の
出
現
を
日
本
で
最
も
早
く
知
り

注
目
し
た
の
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
に
東
京
大
學
文
學
部

西
洋
史
學
科
を
卒
業
し
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
學
界
全
般
の
消
息
に
深
い

関
心
を
注
い
で
ゐ
た
林
健
太
郎
氏
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
が
、
靑
年

國
家
基
本
問
題
と
し
て
の「
國
家
理
性
」論

―
そ
の
沿
革
と
現
代
的
効
用
に
つ
い
て
―

小

堀

桂

一

郎

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

巻　
頭　
論　
文
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時
代
の
林
氏
は
直
ち
に
は
マ
イ
ネ
ッ
ケ
と
そ
の
主
著
の
紹
介
に
着
手

す
る
事
は
な
か
つ
た（

2
（

。

日
本
人
が
マ
イ
ネ
ッ
ケ
を
通
じ
て
西
歐
近
代
に
於
け
る
「
國
家

理
性
」
な
る
學
術
語
の
用
途
を
知
つ
た
の
は
、
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
に
右
に
擧
げ
た
著
作
が
菊
盛
英
夫
・
生
松
敬
三
両
氏

の
共
譯
で
み
す
ず
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
を
機
縁
と
し
て
で
あ
ら

う
。こ

の
本
邦
初
譯
版
は
、
普
通
〈
敎
説
〉
と
譯
す
事
が
多
い
語
に

〈
か
の
牢
固
た
る
理0

説
〉
と
か
〈
周
邊
領
域
〉
と
す
る
の
が
慣
用
で

あ
る
語
に
〈
交
域
0

0

〉
と
い
つ
た
新
し
い
譯
語
を
案
出
し
て
使
用
す
る

等
、
相
當
の
苦
心
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
勞
作
な
の
だ
が
、
結
果
と
し

て
は
全
体
が
明
晰
判
明
か
ら
は
程
遠
い
文
章
と
な
つ
て
ゐ
て
、
ど
の

程
度
の
讀
者
を
得
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
十
六
年
後
の
昭

和
五
十
一
年
に
は
第
二
刷
が
出
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
初
譯

版
が
日
本
の
知
識
人
に
「
國
家
理
性
」
と
い
ふ
理
念
の
用
法
を
傳
へ

る
役
割
の
上
で
は
十
分
の
寄
與
を
果
た
し
た
で
あ
ら
う
。

右
の
第
二
刷
が
出
る
前
の
昭
和
四
十
四
年
に
は
中
央
公
論
社
の

「
世
界
の
名
著
」
叢
書
の
一
冊
と
し
て
マ
イ
ネ
ッ
ケ
篇
が
入
り
、『
近

代
史
に
於
け
る
國
家
理
性
の
理
念
』
と
い
ふ
同
じ
題
名
で
岸
田
達
也

譯
の
新
版
が
收
め
ら
れ
た
。
抄
譯
で
は
あ
る
が
重
要
な
章
は
洩
れ
な

く
譯
出
さ
れ
て
あ
り
、
編
集
責
任
者
林
健
太
郎
氏
に
よ
る
長
文
の
マ

イ
ネ
ッ
ケ
の
傳
記
と
業
績
の
懇
切
な
解
説
と
併
せ
て
、
こ
の
比
較
的

な
じ
み
の
薄
い
と
思
は
れ
る
歴
史
家
を
我
が
國
の
讀
書
界
に
紹
介
す

る
好
箇
の
一
冊
と
な
り
得
て
ゐ
る
。

マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
生
涯

こ
の
様
に
「
國
家
理
性
」
の
理
念
を
檢
討
す
る
に
當
つ
て
は
マ
イ

ネ
ッ
ケ
と
い
ふ
政
治
學
者
の
業
績
に
視
點
を
借
り
て
見
る
の
が
捷
徑

と
い
ふ
よ
り
も
不
可
缺
の
義
理
の
如
き
も
の
な
の
で
あ
る
か
ら
、
此

処
で
は
姑
く
彼
の
こ
の
名
著
に
つ
き
あ
ふ
事
を
通
じ
て
我
々
の
考
察

を
進
め
て
み
よ
う
。

彼
が
生
れ
た
の
は
一
八
六
二
年
で
、
こ
れ
は
和
暦
の
文
久
二
年
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、こ
の
年
に
生
れ
て
ゐ
る
森
鷗
外
と
同
庚
で
あ
り
、

こ
こ
に
鷗
外
と
い
ふ
補
助
線
を
引
き
添
へ
て
み
る
事
で
、
マ
イ
ネ
ッ

ケ
と
い
ふ
人
物
の
生
涯
と
運
命
と
は
我
が
國
人
に
と
つ
て
對
比
的
に

解
り
易
く
な
る
面
が
慥
か
に
あ
る
。

鷗
外
が
明
治
十
七
年
秋
か
ら
四
年
に
亙
る
ド
イ
ツ
留
學
時
代
の
終

り
に
近
く
、
明
治
二
十
年
四
月
か
ら
二
十
一
年
七
月
に
か
け
て
ベ
ル

リ
ン
大
學
の
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
の
下
で
細
菌
學
の
實
験
的
研
究

に
從
事
し
て
ゐ
た
頃
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
明
治
十
九
年
春
に
書
き
上
げ
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て
ベ
ル
リ
ン
大
學
の
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
の
審
査
を
受
け
た
學
位
論
文
が

優
秀
と
認
め
ら
れ
、
二
十
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
國
家
文
書
館
に
助
手
と

し
て
就
職
し
た
。
つ
ま
り
九
十
一
歳
の
老
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世

の
治
世
の
最
後
の
時
期
、
新
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
わ
づ
か
百
日

の
短
い
治
世
の
後
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
登
場
、
そ
し
て
ビ
ス
マ

ル
ク
の
引
退
と
い
ふ
ド
イ
ツ
帝
國
の
政
權
中
枢
部
の
慌
し
い
交
替
劇

を
、
鷗
外
と
マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
同
じ
ベ
ル
リ
ン
に
居
住
し
て
眼
近
に
目

擊
し
て
ゐ
た
こ
と
に
な
る
。

現
實
の
政
治
の
世
界
の
事
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
八
八
〇
年
代

の
ド
イ
ツ
、
殊
に
ベ
ル
リ
ン
は
或
る
意
味
で
近
代
學
問
の
全
盛
時
代

で
あ
つ
た
。
鷗
外
の
師
事
し
た
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
は
こ
の
八
〇

年
代
に
結
核
菌
・
コ
レ
ラ
菌
を
發
見
し
、
つ
い
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
を

開
發
し
て
全
世
界
の
結
核
患
者
に
特
効
薬
出
現
と
い
ふ
希
望
の
光
を

與
へ
、
又
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
棲
む
歴
史
學
の
世
界
で
は
ラ
ン
ケ
の
長
い

敎
授
生
活
の
餘
光
の
消
え
や
ら
ぬ
中
で
ド
ロ
イ
ゼ
ン
、
ト
ラ
イ
チ
ュ

ケ
が
ベ
ル
リ
ン
大
學
の
講
壇
に
立
ち
、
こ
の
二
人
と
共
に
プ
ロ
イ
セ

ン
學
派
を
形
成
す
る
ジ
ー
ベ
ル
は
マ
イ
ネ
ッ
ケ
が
助
手
と
し
て
勤
務

す
る
國
家
文
書
館
の
館
長
で
あ
つ
た
。
又
マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
歴
史
學
と

並
べ
て
副
専
攻
と
し
て
ゲ
ル
マ
ン
學
（
謂
は
ば
ド
イ
ツ
の
國
學
）
と

哲
學
を
選
ん
で
ゐ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
大
學
で
の
夫
々
の
専
攻
の
主
任

は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
と
デ
ィ
ル
タ
イ
と
い
ふ
大
物
で
あ

つ
た
。

か
う
し
た
當
時
の
學
問
世
界
の
最
高
の
環
境
で
そ
の
専
攻
學
科
を

研
修
し
て
ゐ
た
鷗
外
と
マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
共
通
す
る
の
は
、
己
の
修
め

た
學
問
に
つ
い
て
の
高
い
誇
り
と
、
そ
し
て
知
性
の
傲
り
の
意
識
で

あ
る
。
こ
の
傲
り
が
異
な
る
分
野
な
が
ら
後
年
両
者
の
學
問
に
夫
々

一
種
の
翳
り
と
な
る
所
も
又
似
て
ゐ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
あ
本
稿

の
文
脈
と
は
別
の
話
で
あ
る
。

外
的
な
經
歴
だ
け
を
今
少
し
對
比
し
て
み
る
と
、
大
正
十
一
年
に

満
六
十
歳
で
歿
し
た
鷗
外
は
、
翌
十
二
年
の
関
東
大
震
災
と
そ
の
後

の
東
京
の
街
區
の
著
し
い
變
貌
を
知
ら
ず
、
勿
論
昭
和
の
御
代
に
起

つ
た
對
外
大
戰
争
と
そ
の
敗
戰
、
被
占
領
の
悲
哀
も
知
ら
ず
に
濟
ん

だ
。マ

イ
ネ
ッ
ケ
の
方
は
、
第
一
次
歐
洲
大
戰
に
於
け
る
ド
イ
ツ
の
敗

北
と
皇
帝
の
亡
命
、
革
命
と
ワ
イ
マ
ル
共
和
國
の
成
立
、
ヴ
ェ
ル
サ

イ
ユ
條
約
の
屈
辱
ま
で
は
鷗
外
と
時
代
的
に
共
通
の
体
験
で
あ
る

が
、
そ
の
あ
と
、
ル
ー
ル
の
保
障
占
領
、
ナ
チ
ス
の
擡
頭
と
ヒ
ト
ラ

ー
の
出
現
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
の
對
決
、
第
二
次
世
界
大
戰
で

の
昻
揚
と
敗
亡
、
ベ
ル
リ
ン
の
陥
落
、
連
合
四
箇
國
に
よ
る
全
土
の

分
割
占
領
、
つ
ま
り
は
「
ド
イ
ツ
の
破
局
」（
一
九
四
六
年
の
著
書
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の
題
）、
そ
し
て
東
西
冷
戰
の
開
始
と
ソ
連
軍
に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
封

鎖
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
國
の
成
立
ま
で
を
も
經
験
し
、
謂
は
ば
〈
見

る
べ
き
ほ
ど
の
物
は
見
た
〉と
い
ふ
晩
年
を
過
し
て
一
九
五
四
年（
昭

和
二
十
九
年
）
四
月
に
ベ
ル
リ
ン
で
九
十
一
歳
の
生
涯
を
閉
ぢ
た
。

晩
年
の
心
境

マ
イ
ネ
ッ
ケ
が
ド
イ
ツ
のdebelatio

（
言
葉
の
正
し
い
意
味

で
の
無
條
件
降
伏
で
あ
り
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
る
日
本

の
條
件
附
降
伏
と
は
國
際
法
上
質
を
異
に
す
る
、
文
字
通
り
の

K
atostrophe

・
破
局
で
あ
る
）
の
翌
年
、一
九
四
六
年
に
著
し
た
『
ド

イ
ツ
の
破
局
』（
邦
譯
で
は
『
ド
イ
ツ
の
悲
劇
』、
矢
田
俊
隆
譯
、
中

公
版
「
世
界
の
名
著
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
」
に
收
錄
）
を
讀
む
と
、
彼
は

同
じ
く
大
戰
争
の
後
の
著
作
で
あ
る
一
九
二
四
年
の
『
國
家
理
性
の

理
念
』
で
提
出
し
た
固
有
の
政
治
學
の
方
法
論
が
、
ナ
チ
ス
と
い
ふ

世
界
史
的
異
常
現
象
（
彼
は
〈
ヒ
ト
ラ
ー
主
義
〉
と
の
呼
稱
を
反
復

使
用
し
て
ゐ
る
が
）
を
經
験
し
た
後
で
は
、
最
早
有
効
期
限
を
過
ぎ

て
し
ま
つ
た
証
券
の
如
き
も
の
に
な
つ
て
ゐ
る
事
を
薄
々
感
じ
て
ゐ

た
の
で
は
な
い
か
と
の
印
象
が
あ
る
。
著
者
自
身
が
言
及
し
て
ゐ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
讀
者
と
し
て
臆
測
を
敢
へ
て
す
れ
ば
ど
う
も
そ

の
様
に
思
へ
る
。

然
し
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
亦
讀
者
の
側
か
ら
有
効
期
限
切
れ
を

云
々
す
る
の
は
不
遜
で
あ
ら
う
し
、
第
一
本
稿
の
筆
者
が
今
提
出
し

よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
は
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
提
唱
す
る
理
念
の
現
代
に

於
け
る
有
効
性
を
尋
ね
る
事
で
は
な
く
て
（
い
や
そ
れ
も
或
い
は
有

り
得
る
か
も
し
れ
な
い
が
）、
こ
の
理
論
を
實
際
に
我
々
に
関
は
り

の
あ
る
歴
史
に
適
用
し
て
み
た
時
に
、
謂
は
ば
試
薬
に
對
し
て
ど
ん

な
反
應
が
生
ず
る
か
を
觀
察
し
て
み
よ
う
、
と
い
ふ
試
み
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
先
ず
マ
イ
ネ
ッ
ケ
と
そ
の
問
題
の
書
を
、
性
急
に
批

判
的
に
で
は
な
く
、
虚
心
に
彼
の
檢
証
報
告
に
耳
を
傾
け
る
心
算
で

讀
ん
で
み
る
の
が
宜
し
い
で
あ
ら
う
。

（
二
）
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
の
本
源

國
家
理
性
の
定
義

以
下
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
理
論
の
紹
介
は
全
譯
版
で
あ
る
點
に
敬
意

を
表
し
て
菊
盛
・
生
松
譯
の
み
す
ず
書
房
本
に
據
つ
て
見
て
ゆ
く
。

こ
の
書
に
は
「
刊
行
者
の
序
文
」
と
し
て
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ホ
ー
フ
ァ

ー
に
よ
る
親
切
な
解
説
の
長
文
が
巻
頭
に
置
か
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
省
略
し
て
直
ち
に
本
文
の
「
序
論
」
か
ら
入
る
事
に
す

る
。
冒
頭
に
先
ず
「
國
家
理
性
」
の
定
義
が
あ
る
。
曰
く
〈
國
家
理
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性
と
は
國
家
行
動
の
格
率
で
あ
り
國
家
の
運
動
法
則
で
あ
る
〉
と
言

ふ
。
格
率
の
原
語
はM

axim
e

で
、
英
語
で
は
箴
言
・
格
言
の
意

味
で
使
ふ
事
が
多
い
が
、
獨
語
で
は
倫
理
的
な
意
味
合
ひ
を
帶
び
た

行
動
原
理
を
指
し
、
運
動
法
則
と
補
ふ
と
し
て
も
そ
れ
は
單
な
る
物

理
的
法
則
で
は
な
く
、
當
爲
と
い
ふ
に
近
い
語
で
あ
る
。
國
家
理
性

の
原
語
はStaatsräson
で
、
邦
譯
者
は
〈
國
家
存
在
の
理
由
〉〈
國

家
理
由
〉
と
い
ふ
説
明
的
譯
例
も
あ
る
と
述
べ
、
後
に
問
題
と
す
る

〈
國
是
〉
の
例
も
擧
げ
て
ゐ
る
が
、
國
家
理
性
で
適
譯
で
あ
ら
う
。

英
語
な
ら
ば
そ
の
語
はreason

（s
） of state

だ
が
、
英
語
の
場
合

のreason

は
専
ら
政
府
の
強
引
な
政
策
に
つ
い
て
の
「
言
ひ
譯
」

と
い
ふ
様
な
意
味
で
用
ゐ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
成
語
が
使
は
れ

る
場
合
に
は
概
し
て
芳
し
く
な
い
文
脈
に
出
て
く
る
と
い
ふ
こ
と
が

面
白
い
。

冒
頭
の
定
義
の
數
行
後
で
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
〈
國
家
の
理
性
は
己

自
身
と
そ
の
環
境
と
の
認
識
を
形
成
し
、
そ
の
認
識
に
基
い
て
己
の

行
動
に
つ
い
て
諸
々
の
格
率
を
考
へ
出
す
〉
と
も
述
べ
て
ゐ
て
、
こ

こ
で
の
〈
理
性
〉
の
原
語
は
カ
ン
ト
の
考
証
で
有
名
なV

ernunft

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、〈
人
間
の
理
性
は
…
…
〉
と
述
べ
る
場

合
の
主
語
と
述
語
の
関
係
と
全
く
同
じ
形
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
卽
ち
國
家
理
性
と
い
ふ
擬
人
化
表
現
で
の
〈
理
性
〉
も
人
間
の

理
性
と
同
じ
く
、
語
の
原
義
か
ら
す
れ
ば
計
算
的
思
考
で
あ
り
、
思

慮
分
別
で
あ
り
、
價
値
判
断
の
能
力
で
あ
り
、
和
辻
哲
郎
の
炯
眼
が

戰
國
時
代
の
武
士
の
家
訓
の
中
に
發
見
し
た
〈
算
用（

（
（

〉
で
あ
る
。
そ

し
て
然
う
と
す
れ
ば
國
家
理
性
と
は
移
入
學
術
語
と
し
て
そ
れ
ほ
ど

特
異
な
成
語
で
は
な
く
、
か
う
し
て
國
語
の
文
脈
の
中
で
も
至
つ
て

會
得
し
易
い
政
治
學
的
概
念
語
だ
と
い
ふ
事
に
な
る
。

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
へ
の
着
目

マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
本
文
第
一
章
は
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
」
と
題
し
、
近

代
に
於
け
る
此
の
概
念
の
生
み
の
親
で
あ
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
マ
キ

ア
ヴ
ェ
リ
に
捧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。本
稿
の
冒
頭
で
一
言
觸
れ
た
如
く
、

マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
よ
れ
ば
こ
れ
と
同
じ
意
味
を
有
す
る
概
念
は
既
に
ツ

キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
『
歴
史
』
の
中
に
扱
は
れ
て
を
り
、
エ
ウ
リ
ピ
デ

ス
の
戯
曲
『
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
女
』
の
中
の
人
物
が
こ
の
理
念
を
語
り
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
學
に
こ
の
思
想
が
一
の
方
法
と
し
て
描
か

れ
て
ゐ
る
。
ロ
ー
マ
に
於
い
て
も
キ
ケ
ロ
は
『
義
務
に
つ
い
て
』
の

中
で
彼
の
時
代
に
於
け
る
こ
の
理
念
の
衰
頽
に
つ
い
て
の
慨
嘆
を
洩

ら
し
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
は
『
年
代
記
』
の
中
で
彼
が
國
家
理
性
の
理
念

に
浸
透
さ
れ
て
ゐ
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
、
等
々
と
証
跡
は
い
く
ら
で

も
あ
る
。
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そ
れ
な
ら
ば
國
家
理
性
の
敎
説
の
歴
史
が
何
故
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
か

ら
始
ま
る
の
か
。
そ
れ
は
こ
の
理
念
の
持
つ
力
學
的
構
造
を
明
快
に

説
明
し
、
そ
こ
か
ら
發
す
る
緊
張
に
満
ち
た
人
間
精
神
の
冒
險
を
敢

然
と
試
み
る
事
を
敎
へ
た
最
初
の
人
物
が
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
だ
つ
た
か

ら
で
あ
る
。

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
が
國
家
理
性
の
胎
源
と
な
る
敎
説
を
打
ち
出
し
た

の
は
、
改
め
て
言
ふ
迄
も
な
く
、
高
名
な
『
君
主
論
』
及
び
『
ロ
ー

マ
史
論
』
に
於
い
て
で
あ
る
。
前
者
は
一
五
一
三
年
に
著
作
さ
れ
た

が
、
公
刊
は
著
者
の
死
（
一
五
二
七
年
）
よ
り
五
年
後
の
一
五
三
二

年
で
あ
り
、
後
者
は
一
五
一
七
年
に
は
公
刊
さ
れ
た
。
そ
れ
は
テ
ィ

ト
ゥ
ス
・
リ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
浩
澣
な
『
ロ
ー
マ
史
』
を
注
解
す
る
形
で

書
か
れ
た
も
の
で
、
内
容
に
卽
し
て
『
政
略
論
』
と
し
た
譯
書
も
あ

る
。
大
岩
誠
譯
の
『
ロ
ー
マ
史
論
』
が
岩
波
文
庫
に
あ
る
。

『
君
主
論
』
著
述
の
背
景
に
は
十
五
・
六
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
半
島
に

於
け
る
領
邦
諸
國
の
割
據
状
態
が
あ
つ
た
。
中
世
以
来
教
皇
領
は
半

島
中
央
部
の
廣
大
な
領
域
を
占
め
、
そ
れ
を
圍
む
様
に
し
て
ナ
ポ
リ

王
國
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
國
、
ミ
ラ
ノ
公
國
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
共
和

國
が
あ
り
、
こ
の
五
箇
國
が
辛
う
じ
て
均
衡
を
保
つ
形
で
文
藝
復

興
期
に
入
つ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
國
の
記
憶
を
尊
重

す
る
人
々
の
間
に
は
こ
の
割
據
状
態
を
克
服
し
、
強
力
な
統
一
國
家

を
實
現
し
た
い
と
の
念
願
が
あ
り
、
そ
れ
が
諸
領
邦
の
統
合
を
果
す

ほ
ど
の
力
量
を
具
へ
た
英
雄
的
な
君
主
の
出
現
を
待
望
す
る
聲
と
な

る
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
三
十
歳
に
な
つ
た
頃
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共

和
國
政
廰
の
書
記
局
員
、
外
交
使
節
と
し
て
周
邊
諸
國
に
外
交
交
渉

に
赴
く
機
會
が
頻
々
と
あ
り
、
爲
政
者
の
政
略
と
い
ふ
も
の
の
發
動

す
る
現
場
に
つ
い
て
の
經
験
も
多
く
積
ん
だ
で
あ
ら
う
。

一
五
一
三
年
に
彼
の
親
炙
す
る
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
ィ
・
メ
デ
ィ

チ
が
メ
デ
ィ
チ
家
か
ら
は
初
め
て
の
教
皇
に
選
出
さ
れ
、
レ
オ
十
世

と
し
て
教
皇
領
と
全
世
界
の
カ
ト
リ
ッ
ク
敎
徒
の
上
に
君
臨
す
る
身

分
と
な
つ
た
。
そ
の
年
の
う
ち
に
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
そ
の
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
ニ
を
念
頭
に
置
き
彼
の
待
望
す
る
英
雄
に
見
立
て
た
上
で
「
君
主

政
体
論
」と
題
す
る
小
冊
子
を
作
る
。
此
が
死
後
に
出
版
に
な
る『
君

主
論
』
の
原
型
を
爲
す
の
だ
が
、
此
の
邊
り
の
著
作
動
機
と
本
文
成

立
過
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
岩
波
文
庫
版
『
君
主
論
』
の
邦
譯
者
河

島
英
昭
氏
の
解
説
が
一
篇
の
研
究
論
文
に
相
當
す
る
緻
密
さ
を
示
し

て
を
り
、
不
正
確
な
要
約
は
憚
ら
れ
る
の
で
本
稿
で
は
此
以
上
は
觸

れ
ず
に
置
く
。

著
述
の
動
機
と
目
的
に
つ
い
て
は
措
く
と
し
て
、
該
書
が
提
示
す

る
諸
敎
説
中
、
明
ら
か
に
最
も
重
要
な
「
國
家
理
性
」
概
念
の
胚
胎

期
の
構
造
に
目
を
注
い
で
み
よ
う
。
本
文
第
一
章
は
極
め
て
短
い
も
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の
で
、
古
今
の
世
界
で
支
配
權
を
獲
得
し
た
政
体
は
共
和
政
か
君
主

政
か
の
い
づ
れ
か
で
あ
る
が
、
そ
の
獲
得
は
運
命
に
據
つ
た
か
力
量

に
據
つ
た
か
、
そ
の
二
つ
以
外
に
な
い
、
と
述
べ
る
だ
け
で
終
る
。

つ
ま
り
は
本
書
全
篇
を
貫
流
し
て
頻
用
さ
れ
る
三
つ
の
字
眼
の
中
の

二
つ
、「
力
量
」
と
「
運
命
」
を
打
ち
出
し
て
み
せ
る
だ
け
の
短
章

で
あ
る
。

中
核
的
な
字
眼
で
あ
る
「
力
量
」
の
原
語
はvirtu

で
、
邦
譯
で

は
他
に
能
力
、
武
徳
、
氣
槪
、
徳
性
等
の
譯
例
が
あ
り
、
菊
盛
譯
の

マ
イ
ネ
ッ
ケ
本
で
は
譯
語
を
出
さ
ず
にvirtu

の
原
語
で
通
し
て
ゐ

る
が
、
そ
れ
も
一
つ
の
見
識
で
あ
ら
う
。
森
鷗
外
は
明
治
三
十
四
年

に
原
典
の
獨
譯
本Buch vom

 Fürsten

か
ら
簡
約
な
摘
要
・
抄
譯

本
を
作
り
『
人
主
策
』
と
題
し
て
「
二
六
新
報
」
に
二
十
四
回
の
連

載
を
出
し
て
く
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
で
は
こ
の
語
が
他
者
に
恃
む

事
を
排
す
る
意
味
で
の
〈
自
力
〉
と
い
ふ
含
意
を
有
す
る
點
に
注
目

し
て
〈
自
力
の
智
能
〉
と
説
明
的
な
意
譯
を
し
て
ゐ
る
例
も
あ
る
。

も
う
一
つ
の
字
眼fortuna

は
比
較
的
廣
く
知
ら
れ
た
女
神
の
圖

像
と
結
び
付
い
た
も
の
で
、
多
く
の
譯
者
が
共
通
し
て
「
運
命
」
を

採
つ
て
ゐ
る
。
鷗
外
は
こ
れ
を
〈
機
會
〉
と
解
し
て
〈
機
〉
の
一
語

で
処
理
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
彼
一
流
の
簡
潔
硬
質
な
文
語
文
で
こ

そ
効
果
を
發
揮
す
る
の
で
あ
つ
て
一
般
的
に
は
「
運
命
」
が
適
譯
で

あ
ら
う
。

こ
の
二
つ
の
字
眼
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
興
味

深
い
注
釋
を
與
へ
て
ゐ
る
。
卽
ち
―
―
敵
同
士
は
互
ひ
に
相
手
か

ら
そ
の
武
器
の
使
用
を
學
ぶ
。virtu

はfortuna

に
挑
戰
す
る
。

fortuna

は
陰
險
で
あ
る
。
故
にvirtu

も
敵
を
斃
す
た
め
に
は
陰

險
が
必
要
だ
と
知
る
。
卽
ち
國
家
は
行
動
に
於
い
て
必
要
な
場
合
に

は
權
力
を
維
持
す
る
た
め
に
不
當
・
悖
徳
な
手
段
を
取
る
事
も
許
さ

れ
る
、
運
命
が
そ
れ
を
敎
へ
て
ゐ
る
の
だ
―
―
と
い
ふ
敎
説
が
こ
こ

に
成
立
す
る
。

こ
れ
は
『
君
主
論
』
第
十
五
章
「
君
主
の
う
け
る
褒
貶
に
つ
い
て
」

の
重
點
を
成
す
一
節
の
釋
義
で
あ
る
が
、
鷗
外
の
『
人
主
策
』
で
そ

の
部
分
の
摘
要
譯
は
見
事
で
あ
る
か
ら
敢
へ
て
引
い
て
み
よ
う
。

〈
爰
に
行
の
必
ず
善
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
一
人
あ
り
て
、
許
多

の
善
惡
を
顧
み
ざ
る
人
の
間
に
立
た
ば
、
そ
の
滅
亡
は
踵
を
旋め

ぐ
ら

さ

ず
し
て
至
ら
ん
。
乃す

な
は

ち
知
る
、
人
主
の
國
を
保
た
ん
と
欲
す
る
者

は
、
機
に
臨
み
て
敢
て
惡
を
爲
さ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
而
し
て
是
の

如
き
惡
行
は
、
人
主
の
そ
の
必
要
に
應
じ
て
、
自
在
に
或
は
爲
し
、

或
は
已
む
べ
き
も
の
な
る
こ
と
を
〉

と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
念
の
爲
に
河
島
英
昭
譯
岩
波
文
庫
版
の
原

典
か
ら
の
現
代
語
譯
の
例
を
も
引
い
て
み
る
と
、
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〈
…
…
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
善
い
活
動
を
し
た
い
と
願
う
人
間

は
、
た
く
さ
ん
の
善
か
ら
ぬ
者
た
ち
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
破
滅
す

る
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
こ
で
必
要
な
の
は
、
君
主
が
み
づ
か

ら
の
地
位
を
保
持
し
た
け
れ
ば
、
善
か
ら
ぬ
者
に
も
な
り
得
る
わ

ざ
を
身
に
つ
け
、
必
要
に
應
じ
て
そ
れ
を
使
つ
た
り
使
わ
な
か
つ

た
り
す
る
こ
と
だ
〉

ド
イ
ツ
語
か
ら
の
か
な
り
自
由
な
重
譯
と
定
評
あ
る
原
典
譯
と

が
、
案
外
に
よ
く
符
合
し
て
ゐ
る
事
に
感
心
す
る
が
、
實
は
こ
こ
が
、

君
主
は
己
の
國
家
を
存
續
せ
し
め
る
た
め
に
〈
必
要
〉
と
あ
ら
ば
惡

行
を
爲
す
の
自
由
を
有
す
る
、
と
の
強
烈
な
思
想
が
語
ら
れ
て
ゐ
る

節
で
あ
り
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
と
し
て
謂
は
ば
惡
名
の
高
い
彼
の

敎
説
の
肝
所
で
あ
る
。
且
つ
此
処
に
云
ふ
〈
必
要
〉
が
そ
の
政
治
學

の
第
三
の
字
眼
た
るnecessità

で
あ
る
。

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
獨
特
の
「
力
」
の
思
想
か
ら
す
れ
ば
「
力
」
は
「
運

命
」
と
戰
ふ
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
武
器
を
手
に
す
る
權
利
を
先
天
的

に
有
し
て
ゐ
る
。
こ
の
「
力
」
に
對
す
る
對
抗
勢
力
で
あ
る
「
運
命
」

に
し
て
も
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
こ
の
女
神
に
中
世
キ
リ
ス
ト
敎
會
の

説
く
道
徳
的
責
任
や
ゲ
ル
マ
ン
法
の
命
ず
る
國
家
に
對
す
る
法
の
優

位
と
い
つ
た
秩
序
敬
重
の
思
想
を
托
す
と
い
ふ
様
な
事
を
し
て
ゐ
な

い
。
又
例
へ
ば
キ
ケ
ロ
の
義
務
論
に
見
ら
れ
る
、
共
同
体
の
理
念
と

し
て
の
正
義
や
そ
の
根
柢
に
あ
る
人
間
の
信
義
の
尊
重
と
い
つ
た
古

典
古
代
の
倫
理
意
識
か
ら
の
監
視
役
を
割
り
當
て
て
ゐ
る
わ
け
で
も

な
い
。「
運
命
」
と
は
自
然
の
如
き
も
の
で
、
人
間
の
「
力
」
は
唯

そ
れ
と
戰
つ
て
勝
つ
か
負
け
る
か
と
い
ふ
對
抗
関
係
に
立
つ
だ
け
で

あ
る
。

か
う
し
て
み
る
と
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
政
治
學
に
は
善
と
惡
、
正
と

邪
と
い
ふ
二
元
論
的
な
對
立
の
構
造
が
な
い
。人
間
は
運
命
に
對
し
、

自
然
に
對
し
、
ど
こ
ま
で
己
の
力
を
揮
へ
る
か
、
そ
し
て
己
の
生
命

を
充
實
せ
し
め
得
る
か
と
い
ふ
能
力
の
一
元
論
的
構
造
の
中
に
生
き

て
ゐ
る
。
こ
の
自
然
人
の
掟
と
で
も
名
付
く
べ
き
素
朴
な
構
造
を
支

へ
て
ゐ
る
の
が
「
力
」
の
「
運
命
」
に
對
す
る
闘
争
に
於
い
て
そ
の

ど
ん
な
手
段
を
も
正
當
化
す
る
「
必
要
」
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
字

眼
が
出
揃
つ
た
所
で
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
が
世
の
君
主
に
贈
る
力
の
哲
學

は
そ
の
基
礎
工
事
が
完
了
し
た
事
に
な
る
。

酷
薄
な
運
命
と
の
緊
迫
し
た
對
決
の
中
で
、
今
こ
そ
ど
ん
な
惡
竦

な
手
段
で
も
敢
へ
て
取
る
べ
き
だ
、
と
の
「
必
要
」
を
看
て
取
る
の

が
君
主
が
國
家
に
對
し
て
負
つ
て
ゐ
る
義
務
だ
、と
の
論
理
に
な
る
。

「
國
家
理
性
」
の
命
名
者

と
こ
ろ
で
こ
の
様
な
「
機
」
を
看
て
取
る
君
主
の
判
断
力
に
「
國
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家
理
性
」
の
名
を
與
へ
、
言
葉
の
上
で
こ
の
理
念
を
定
着
さ
せ
た
の

は
一
体
誰
で
あ
つ
た
ら
う
か
。
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
マ

キ
ア
ヴ
ェ
リ
よ
り
十
四
歳
年
少
の
盟
友
で
『
イ
タ
リ
ア
史
』
の
著
者

で
あ
る
歴
史
家
の
Ｆ
・
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
が
一
五
二
三
年
か

ら
二
七
年
に
か
け
て
の
間
の
或
る
著
作
の
中
で
〈
國
家
の
理
性
と
利

益
〉（raǵione e uso deǵli stati

）
な
る
表
現
を
用
ゐ
て
ゐ
る
例

が
あ
る
が
、
そ
れ
が
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
の
一
箇
の
概
念

で
あ
る
か
は
疑
は
し
い
と
云
ふ
。

十
七
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
著
作
家
達
が
頻
り
に
用
ゐ
て
ゐ
た
「
國

家
理
性
」
の
直
接
の
創
唱
者
は
、
一
五
四
七
年
教
皇
廰
大
使
ジ
ョ
ヴ

ァ
ン
ニ
・
デ
ラ
・
カ
ー
サ
が
ス
ペ
イ
ン
國
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
（
神
聖

ロ
ー
マ
帝
國
皇
帝
カ
ル
ル
五
世
）
に
宛
て
た
書
簡
の
中
に
こ
の
成
語

の
獨
立
し
た
用
例
が
見
ら
れ
る
と
云
ふ
の
だ
が
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
こ

の
考
証
は
、
次
節
に
述
べ
る
不
思
議
な
縁
で
、
日
本
に
関
は
る
キ
リ

シ
タ
ン
文
献
の
中
に
そ
の
裏
付
け
を
見
る
事
が
で
き
る
。

そ
の
語
は
一
五
四
七
年
九
月
に
ス
ペ
イ
ン
國
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
が
ミ

ラ
ノ
の
東
南
約
六
十
粁
に
あ
る
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
の
地
を
領
有
し
て

手
放
さ
な
い
で
ゐ
る
の
に
對
し
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
駐
在
の
教
皇
廰
大
使

で
あ
る
デ
ラ
・
カ
ー
サ
が
、
そ
の
地
を
元
来
の
持
主
で
あ
る
パ
ル
マ

公
に
返
せ
と
促
す
書
簡
に
出
て
く
る
。
デ
ラ
・
カ
ー
サ
が
、
カ
ル
ロ

ス
一
世
の
無
法
に
對
し
、
そ
れ
は
國
家
理
性
が
許
さ
な
い
不
當
な
行

爲
で
あ
る
と
の
論
據
で
返
却
を
求
め
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
對
し
て
カ

ル
ロ
ス
一
世
の
方
で
も
、
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
敎
的
で
も
人
道
的
で
も

な
い
事
は
承
知
し
て
ゐ
る
が
、
國
家
理
性
に
基
づ
い
て
ピ
ア
チ
ェ
ン

ツ
ァ
の
返
還
に
は
應
じ
ら
れ
な
い
、
と
拒
否
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

デ
ラ
・
カ
ー
サ
の
論
據
と
し
た
國
家
理
性
が
な
ほ
君
主
と
し
て
取

る
べ
き
倫
理
的
責
任
の
含
み
が
あ
る
の
に
對
し
、
カ
ル
ロ
ス
一
世
の

用
ゐ
た
國
家
理
性
は
端
的
に
國
家
の
利
益
そ
の
も
の
で
あ
り
、
君
主

に
は
自
國
の
利
益
を
守
る
責
任
が
あ
る
、と
の
論
理
な
の
で
あ
ら
う
。

斯
様
に
國
家
理
性
な
る
概
念
は
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
死
後
何
ほ
ど
の

歳
月
も
經
ぬ
う
ち
に
、
現
實
政
治
の
世
界
で
は
元
来
有
す
べ
き
緊
迫

性
を
失
つ
て
謂
は
ば
國
益
と
い
ふ
相
對
化
の
次
元
に
傾
い
て
し
ま
つ

て
ゐ
る
。

「
國
家
理
性
」
概
念
の
通
俗
化

マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
を
論
じ
た
第
一
章
の
後
に
四
章
ま

で
續
け
て
、
イ
タ
リ
ア
十
六
世
紀
の
ま
あ
凡
庸
と
片
付
け
て
し
ま
つ

て
よ
い
様
な
亜
流
思
想
家
達
の
國
家
理
性
論
を
史
的
に
概
觀
し
た

後
、
第
五
章
の
冒
頭
で
、
十
七
世
紀
前
半
の
イ
タ
リ
ア
で
は
市
場
に

屯
す
る
人
夫
達
、
酒
場
の
使
丁
達
ま
で
が
國
家
理
性
に
つ
い
て
議
論
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の
花
を
咲
か
せ
て
ゐ
た
、
と
書
い
て
ゐ
る
。
イ
タ
リ
ア
人
の
廣
場
や

盛
り
場
に
於
け
る
政
談
好
き
の
性
癖
と
い
ふ
の
は
ま
あ
我
が
國
の
俗

に
云
ふ
床
屋
政
談
の
水
準
な
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
た

國
家
理
性
論
と
は
、察
す
る
に
言
葉
の
有
る
べ
き
緊
迫
性
を
缺
い
た
、

大
衆
的
次
元
の
利
權
談
に
ま
で
格
落
ち
し
て
し
ま
つ
た
俗
論
の
類
だ

つ
た
様
で
あ
る
。

つ
ま
り
十
七
世
紀
前
半
の
イ
タ
リ
ア
で
は
、
そ
れ
が
マ
キ
ア
ヴ
ェ

リ
の
腦
裡
で
醱
酵
し
て
ゐ
た
時
の
如
き
苦
澁
の
氣
が
抜
け
落
ち
て
、

そ
れ
を
人
文
主
義
的
敎
養
の
衣
裳
で
粉
飾
し
た
様
な
、
毒
に
も
薬
に

も
な
ら
ぬ
類
の
國
家
理
性
論
の
論
著
が
次
々
と
出
現
し
た
ら
し
い
。

そ
の
思
想
的
潮
流
は
イ
タ
リ
ア
と
同
様
領
邦
國
家
の
分
立
割
據
状

態
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
國
の
衰
頽
・
形
骸
化
、
民
族
統
一
の
た
め
の

中
核
の
缺
如
と
い
ふ
現
實
に
悩
む
ド
イ
ツ
に
當
然
流
入
す
る
。
そ
し

て
こ
の
理
念
の
本
源
的
部
分
は
、
外
来
文
化
の
移
入
の
際
に
よ
く
起

る
事
で
あ
る
が
、
そ
の
發
源
地
に
於
い
て
よ
り
も
ド
イ
ツ
に
於
い
て

眞
摯
な
態
度
で
受
領
さ
れ
る
。
そ
れ
は
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀

初
頭
に
か
け
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
國
家
哲
學
と
の
接
觸
の

中
で
む
し
ろ
普
遍
的
自
然
法
に
優
越
す
る
上
位
概
念
で
あ
る
か
の
様

に
扱
は
れ
、
や
が
て
國
家
主
義
に
ゆ
き
着
く
方
向
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
勃
興
に
寄
與
す
る
事
に
な
る
。

元
来
國
家
理
性
の
概
念
は
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
腦
裡
に
胚
胎
し
た
段

階
で
は
、
通
常
道
徳
に
發
す
る
合
法
性
の
論
理
と
、
國
内
の
政
治
的

統
一
の
た
め
の
一
切
の
倫
理
的
理
由
に
優
先
す
る
緊
急
な
る
政
治
上

の
必
要
性
の
論
理
と
、
こ
の
両
者
の
間
に
非
常
な
緊
張
状
態
が
あ
つ

た
。
そ
の
緊
迫
の
中
で
退
引
な
ら
ぬ
必
要
性
の
論
理
が
選
擇
さ
れ
る

と
い
ふ
事
は
、
現
實
に
は
國
家
非
常
の
際
の
一
時
的
超
法
規
的
措
置

の
發
動
で
あ
る
。そ
の
國
家
理
性
の
發
動
の
實
際
の
歴
史
的
事
例
を
、

我
々
は
意
外
に
も
こ
の
理
念
が
イ
タ
リ
ア
で
普
及
し
始
め
た
初
期
に

當
る
我
が
國
の
近
代
史
の
上
に
見
る
事
に
な
る
。

（
三
）
日
本
の
近
世
に
於
け
る
「
國
家
理
性
」

豊
臣
秀
吉
の
國
體
意
識

こ
こ
で
話
は
我
が
國
の
近
世
史
に
移
る
。
紙
幅
の
制
約
を
考
慮
し

て
、
先
ず
そ
の
話
の
粗
筋
と
で
も
云
ふ
べ
き
流
れ
を
急
い
で
辿
つ
て

み
よ
う
。

話
の
發
端
は
天
正
十
五
年
六
月
（
一
五
八
七
・
七
）、
豊
臣
秀
吉
が

薩
摩
の
島
津
を
討
つ
た
め
に
九
州
に
軍
を
進
め
た
折
、
博
多
湾
上
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
イ
エ
ズ
ス
會
の
バ
テ
レ
ン
で
あ
る
ク
エ
リ
ョ
を
訪

ね
、
一
見
機
嫌
好
く
會
談
し
て
陣
營
に
戻
つ
た
そ
の
夜
、
突
如
と
し
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て
バ
テ
レ
ン
の
國
外
追
放
と
い
ふ
命
令
を
イ
エ
ズ
ス
會
側
に
つ
き
つ

け
る
こ
と
と
な
つ
た
。
そ
の
事
件
に
あ
る
。

秀
吉
の
追
放
令
の
文
面
の
解
釋
と
そ
の
精
神
史
的
意
味
に
つ
い
て

は
本
稿
の
筆
者
に
獨
立
の
研
究
論
文
が
あ
る（

4
（

の
で
委
細
は
そ
の
方
に

譲
る
と
し
て
、
今
は
粗
筋
の
み
を
辿
つ
て
お
く
。
秀
吉
が
一
夜
突
然

に
バ
テ
レ
ン
追
放
令
發
布
の
擧
に
出
た
の
は
九
州
遠
征
の
途
上
、
長

崎
や
肥
前
の
所
謂
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
領
で
實
見
し
た
イ
エ
ズ
ス
會
の

戰
闘
的
で
強
引
な
布
教
方
法
に
ま
さ
し
く
國
家
的
危
險
を
看
て
取
つ

た
か
ら
で
あ
つ
た
。

特
徴
的
な
の
は
「
覺
」
十
一
箇
條
、「
定
」
五
箇
條
と
し
て
連
日

に
發
令
し
た
追
放
令
の
主
旨
に
共
通
に
表
れ
て
ゐ
る
秀
吉
の
神
國
意

識
で
あ
り
、
こ
の
意
識
に
徴
し
て
み
れ
ば
キ
リ
シ
タ
ン
の
敎
義
は
日

本
の
國
体
に
合
は
ぬ
邪
法
に
他
な
ら
な
い
と
の
認
識
で
あ
る
。
こ
の

認
識
を
大
原
則
と
し
て
、
そ
の
上
で
、
イ
エ
ズ
ス
會
に
よ
る
神
社
佛

閣
の
破
壊
、
日
本
の
庶
民
を
奴
隷
と
し
て
買
ひ
取
り
唐
・
南
蠻
・
高

麗
等
へ
賣
渡
す
人
身
賣
買
の
罪
、
牛
馬
等
獸
肉
を
殺
し
喰
ふ
事
へ
の

糺
彈
と
い
ふ
具
体
的
事
例
を
擧
げ
て
バ
テ
レ
ン
の
國
外
追
放
の
論
據

と
し
て
ゐ
る
。

重
要
な
の
は
、
こ
こ
に
秀
吉
が
己
を
日
本
人
民
の
信
仰
と
身
体
の

安
全
と
の
庇
護
に
責
任
を
有
す
る
國
主
で
あ
る
と
す
る
意
識
が
明
瞭

に
表
れ
て
ゐ
る
點
で
あ
ら
う
。
同
時
に
實
行
し
た
長
崎
教
會
領
の
沒

收
に
も
や
は
り
日
本
の
國
土
は
わ
づ
か
で
も
外
夷
の
所
有
と
な
る
事

を
許
さ
な
い
、
と
の
國
家
主
權
の
尊
嚴
の
意
識
を
看
て
取
る
事
が
で

き
る
。
他
方
秀
吉
は
バ
テ
レ
ン
は
追
放
す
る
が
、
商
人
達
の
来
航
は

今
迄
通
り
で
よ
い
と
し
、
天
正
十
九
年
・
二
十
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

總
督
や
イ
ン
ド
副
王
に
も
交
易
を
促
す
書
簡
を
送
つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
南
蠻
貿
易
は
國
益
を
増
進
す
る
に
は
好
適
な
、
有
利
な
商

業
で
あ
る
と
の
認
識
も
有
し
て
ゐ
た
。
つ
ま
り
主
權
の
尊
嚴
と
國
益

の
増
進
と
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
の
算
用
が
あ
つ
た
。

秀
吉
の
こ
の
最
初
の
バ
テ
レ
ン
追
放
令
は
、
謂
は
ば
布
教
と
商
業

と
を
分
離
し
て
他
方
の
み
を
禁
ず
る
と
い
ふ
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
現

實
的
有
効
性
に
は
乏
し
か
つ
た
。
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
渡
来
す
る

ス
ペ
イ
ン
人
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
會
バ
テ
レ
ン
や
イ
ル
マ
ン（
修
道
士
）

の
入
國
は
追
放
令
發
令
以
後
に
も
相
次
い
だ
。

只
、
文
禄
五
年
九
月
（
一
五
九
六
・
一
〇
）
の
ス
ペ
イ
ン
船
サ
ン
・

フ
ェ
リ
ー
ペ
号
の
土
佐
浦
戸
へ
の
漂
着
事
件
は
、
秀
吉
の
強
固
な
意

志
に
よ
り
翌
慶
長
元
年
十
二
月
（
一
五
九
七
・
二
）
の
長
崎
に
於
け

る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
會
士
・
日
本
人
信
者
合
せ
て
二
十
六
人
の
刑
死
と

い
ふ
殉
教
事
件
に
發
展
し
た
事
を
、
太
閤
の
對
キ
リ
ス
ト
敎
警
戒
心

の
顯
著
な
事
蹟
と
し
て
記
憶
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
だ
ら
う
。
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家
康
・
秀
忠
と
外
交
顧
問
ア
ダ
ム
ス

太
閤
は
慶
長
三
年
八
月
（
一
五
九
八
・
九
）
伏
見
で
死
去
し
、
そ

の
翌
々
年
の
慶
長
五
年
九
月
（
一
六
〇
〇
・
一
〇
）
関
ヶ
原
の
合
戰

で
天
下
の
覇
權
は
徳
川
家
康
の
手
に
歸
し
た
。
偶
々
そ
の
同
じ
年
の

三
月
に
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
が
豊
後
の
臼
杵
に
近
い
佐
志
生
に

漂
着
し
、
航
海
長
だ
つ
た
イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
と

オ
ラ
ン
ダ
商
人
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
が
圖
ら
ず
も
日
本
に
入
國
を
許

さ
れ
た
形
に
な
つ
た
。
両
者
と
も
日
本
に
そ
の
ま
ま
居
着
い
て
公
儀

か
ら
領
地
を
貰
ひ
夫
々
按
針
塚
、
八
重
洲
河
岸
と
い
つ
た
地
名
が
今

に
傳
は
つ
て
ゐ
る
事
は
有
名
で
、
面
白
い
歴
史
的
遭
遇
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
ス
の
方
は
漂
着
の
翌
月
に
大
阪
城
で
家
康
に
謁
見
し
、
そ

の
人
物
を
見
込
ま
れ
て
や
が
て
家
康
の
外
交
顧
問
と
な
り
、
慶
長
十

年
四
月
（
一
六
〇
五
・
六
）
幕
府
の
第
二
代
の
将
軍
と
な
つ
た
秀
忠

に
も
仕
へ
て
重
き
を
な
す
事
に
な
る
。

慶
長
十
四
年
九
月
（
一
六
〇
九
・
一
〇
）
前
フ
ィ
リ
ピ
ン
臨
時
總

督
だ
つ
た
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゴ
の
乘
船
し
て
ゐ
た
ス
ペ
イ
ン
船
サ
ン
・

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
が
マ
ニ
ラ
か
ら
ア
カ
プ
ル
コ
に
向
ふ
途
中
房
總
半

島
の
岩
和
田
（
現
御
宿
町
）
付
近
で
難
船
し
、
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゴ

は
住
民
の
保
護
を
受
け
、
思
ひ
が
け
ぬ
日
本
入
國
と
滯
在
の
機
會
を

得
、
更
に
は
對
ス
ペ
イ
ン
貿
易
の
有
利
を
知
つ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の

渡
航
朱
印
状
も
出
し
て
ゐ
た
家
康
に
も
引
見
し
て
も
ら
ふ
事
が
で
き

た
。
家
康
は
翌
慶
長
十
五
年
六
月
（
一
六
一
〇
・
八
）
に
日
本
船
を

以
て
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゴ
を
メ
キ
シ
コ
に
送
還
し
て
や
る
。
こ
の
好

意
的
な
処
遇
に
對
す
る
答
禮
の
使
節
と
し
て
メ
キ
シ
コ
總
督
は
布
敎

事
業
と
は
関
係
の
な
い
航
海
・
探
檢
家
の
型
で
あ
る
セ
バ
ス
テ
ィ
ア

ン
・
ヴ
ィ
ス
カ
イ
ー
ノ
と
い
ふ
人
物
を
日
本
に
派
遣
し
、
彼
は
案
内

役
の
日
本
人
田
中
勝
介
と
共
に
三
箇
月
に
近
い
太
平
洋
横
断
の
航
海

を
經
て
慶
長
十
六
年
五
月
（
一
六
一
一
・
六
）
浦
賀
に
入
港
し
た
。

ヴ
ィ
ス
カ
イ
ー
ノ
は
メ
キ
シ
コ
總
督
の
派
遣
し
た
公
的
使
節
の
資

格
で
入
國
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
既
に
八
年
日
本
に
滯
在
し
て
日
本

語
に
習
熟
し
て
ゐ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
會
修
道
士
ル
イ
ス
・
ソ
テ
ロ
を

通
譯
と
し
て
伴
ひ
、
江
戸
で
将
軍
秀
忠
に
、
駿
府
で
は
大
御
所
家
康

に
謁
見
す
る
事
が
で
き
た
。

ヴ
ィ
ス
カ
イ
ー
ノ
は
将
軍
秀
忠
に
謁
し
た
際
、
ス
ペ
イ
ン
船
が
房

總
半
島
沖
で
難
船
し
た
事
を
論
據
と
し
て
、
颱
風
な
ど
の
際
の
避
難

先
を
確
保
す
る
た
め
に
日
本
列
島
南
岸
の
諸
所
の
港
湾
の
水
深
測
量

を
し
て
お
き
た
い
と
の
願
ひ
を
表
明
し
、
秀
忠
は
そ
れ
に
許
可
を
與

へ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
時
、
秀
忠
の
宮
廷
に
入
り
込
ん
で
ゐ
た
或
る

イ
ギ
リ
ス
人
（
卽
ち
ア
ダ
ム
ス
）
が
、
将
軍
に
對
し
、
國
王
が
他
國

人
に
自
國
の
沿
岸
の
水
深
測
量
や
地
圖
作
成
を
許
す
な
ど
と
は
「
國
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家
理
性
」
に
反
す
る
行
爲
だ
と
の
諫
言
を
上
申
し
た
ら
し
い
。

セ
ル
ケ
イ
ラ
神
父
の
書
簡

こ
の
事
は
、
慶
長
三
年
七
月
（
一
五
九
八
・
八
）
有
名
な
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
の
三
度
目
の
来
日
に
同
行
し
、
日
本
司
敎
と
し
て
着
任
し

た
ス
ペ
イ
ン
人
ル
イ
ス
・
セ
ル
ケ
イ
ラ
神
父
の
書
簡
に
出
て
く
る
。

卽
ち
セ
ル
ケ
イ
ラ
が
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
の
西
暦
三
月
十
八

日
付
で
敎
皇
パ
ウ
ロ
五
世
宛
に
發
し
た
書
簡
の
中
で
こ
の
ア
ダ
ム
ス

の
言
葉
を
引
い
て
ゐ
る
の
だ
が
、
セ
ル
ケ
イ
ラ
の
書
簡
は
ス
ペ
イ

ン
語
で
書
か
れ
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
〈
國
家
理
性
〉
はraźon de 

estado

で
あ
る
。
從
っ
て
現
實
に
こ
の
單
語
が
そ
の
ま
ま
の
形
で

ア
ダ
ム
ス
の
口
に
上
つ
た
も
の
と
は
考
へ
に
く
い
。
イ
タ
リ
ア
語
の

場
合
も
ス
ペ
イ
ン
語
もratio status

と
い
ふ
ラ
テ
ン
語
に
還
元
で

き
る
の
だ
か
ら
、
ア
ダ
ム
ス
は
學
術
語
と
し
て
の
こ
の
ラ
テ
ン
語
を

知
つ
て
ゐ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
日
本
人
将
軍
の
前
で
口
に

す
る
こ
と
も
是
亦
考
へ
に
く
い
。
こ
れ
は
た
だ
、
國
王
た
る
者
外
國

人
に
自
國
の
沿
岸
測
量
な
ど
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
と
ア
ダ
ム
ス
が

秀
忠
将
軍
を
諫
め
た
、
と
い
ふ
傳
聞
を
、
セ
ル
ケ
イ
ラ
が
自
身
の
語

彙
の
中
な
る
こ
の
語
を
用
ゐ
て
報
告
し
て
ゐ
る
ま
で
の
話
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

同
じ
セ
ル
ケ
イ
ラ
が
一
六
一
二
年
十
一
月
十
五
日
付
で
長
崎
か
ら

ス
ペ
イ
ン
國
王
フ
ェ
リ
ー
ペ
三
世
に
宛
て
送
つ
た
書
簡
の
中
で
は
こ

の
事
件
に
つ
い
て
は
、
ア
ダ
ム
ス
が
秀
忠
の
諮
問
に
答
へ
て
、
ス
ペ

イ
ン
人
の
水
深
測
量
は
侵
略
戰
争
の
前
兆
で
あ
る
と
解
説
し
た
、
と

報
告
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
ア
ダ
ム
ス
の
諫
言
は
イ
エ
ズ
ス
會
士
か
ら
見

れ
ば
國
家
理
性
の
概
念
を
以
て
説
明
す
る
の
が
便
利
だ
つ
た
と
い
ふ

事
情
は
あ
つ
た
で
あ
ら
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
七
世
紀
初
頭
の
日
本
に
、
國
王
の
意
思
・
言

動
に
つ
い
て
、イ
エ
ズ
ス
會
士
の
知
的
語
彙
の
中
か
ら
「
國
家
理
性
」

の
語
を
以
て
説
明
す
る
の
に
相
應
し
い
事
件
・
現
象
が
生
じ
て
ゐ
た

事
は
慥
か
で
あ
る
。

コ
ウ
ロ
ス
神
父
の
報
告
書

第
二
の
用
例
は
こ
れ
も
イ
エ
ズ
ス
會
神
父
マ
テ
ウ
ス
・
デ
・
コ
ウ

ロ
ス
が
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
の
西
暦
三
月
十
五
日
付
で
ロ
ー
マ

の
イ
エ
ズ
ス
會
總
長
宛
に
長
崎
か
ら
發
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
書
簡

の
中
に
あ
る
。

デ
・
コ
ウ
ロ
ス
神
父
は
、
史
料
の
不
一
致
か
ら
確
實
を
期
せ
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
頃
日
本
に
入
國
し
、

イ
エ
ズ
ス
會
日
本
管
區
長
を
二
度
務
め
、
日
本
に
於
け
る
イ
エ
ズ
ス
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會
敎
化
活
動
末
期
の
長
老
と
し
て
信
者
達
の
支
柱
と
な
る
重
要
な

存
在
だ
つ
た
。
日
本
で
の
活
動
を
開
始
し
て
十
年
目
の
慶
長
十
七
年

（
一
六
一
二
）
に
彼
は
二
代
将
軍
秀
忠
の
發
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
禁
敎

令
に
遭
遇
す
る
。

こ
の
時
の
禁
敎
令
の
幕
府
側
の
動
機
は
、
差
し
當
つ
て
は
キ
リ
シ

タ
ン
を
奉
ず
る
武
士
で
長
崎
奉
行
の
與
力
で
あ
つ
た
岡
本
大
八
と
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
の
代
表
格
で
あ
る
肥
前
日
之
江
の
有
馬
晴
信
と
の
間

に
生
じ
た
贈
收
賄
・
相
互
の
誣
告
合
戰
、
所
謂
岡
本
大
八
事
件
に
發

す
る
キ
リ
シ
タ
ン
宗
一
般
に
向
け
て
の
怒
り
に
あ
つ
た
。
禁
令
は
大

御
所
家
康
の
意
向
に
よ
つ
て
先
ず
天
領
に
始
ま
り
、
そ
れ
が
諸
國
で

の
迫
害
に
波
及
し
た
。

慶
長
十
八
年
十
二
月
（
一
六
一
四
・
二
）
に
家
康
は
金
地
院
崇
傳

に
後
世
「
排
吉
利
支
丹
文
」
と
し
て
廣
く
知
ら
れ
る
禁
敎
令
を
起
草

せ
し
め
、
そ
の
中
で
日
本
を
神
國
・
佛
國
な
り
と
規
定
し
、
神
敵
佛

敵
た
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
邪
法
は
卽
ち
國
家
の
患う

れ

ひ
で
あ
る
と
の
、
國

家
的
見
地
か
ら
し
て
の
キ
リ
ス
ト
敎
断
罪
を
明
言
し
て
ゐ
る
。
こ
れ

は
秀
吉
の
日
本
・
神
國
觀
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
承
継
い
だ
形
で
あ
る
。

か
う
し
て
日
本
國
全
体
が
キ
リ
シ
タ
ン
敵
視
政
策
に
轉
回
し
、
各

地
で
迫
害
が
頻
發
す
る
事
と
な
り
、
イ
エ
ズ
ス
會
日
本
管
區
も
受
難

の
時
代
に
入
る
。
從
つ
て
、
デ
・
コ
ウ
ロ
ス
神
父
に
は
織
田
信
長
の

時
代
に
於
け
る
様
な
華
々
し
い
事
蹟
は
何
も
傳
へ
ら
れ
て
を
ら
ず
、

後
半
生
は
苦
難
と
辛
勞
の
連
續
で
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
十
月

長
崎
で
病
死
す
る
。

元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
二
月
、
禁
敎
令
の
精
神
的
壓
迫
と
迫
害

の
現
實
的
危
難
に
悩
む
當
年
五
十
五
歳
の
コ
ウ
ロ
ス
が
ロ
ー
マ
の
イ

エ
ズ
ス
會
總
長
に
宛
て
た
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
の
簡
單
な
報
告

書
、
及
び
迫
害
の
諸
原
因
に
つ
い
て
の
論
文
と
い
ふ
に
近
い
詳
細
な

報
告
書
を
送
つ
て
ゐ
る
が
、そ
の
中
で
、現
在
の
嚴
し
い
迫
害
は
〈
主

と
し
て
國
主
の
國
家
理
性
（Razão de Estado

）
に
發
す
る
も
の

で
あ
る
〉
故
に
さ
う
簡
單
に
收
ま
る
と
は
思
へ
な
い
、と
の
見
解
を
、

二
度
に
亙
つ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
〈
國
家
理
性
〉
の
語
を
以
て
説
明

し
て
ゐ
る
件
が
我
々
の
興
味
を
惹
く
。

コ
ウ
ロ
ス
が
列
記
し
て
ゐ
る
迫
害
の
諸
原
因
と
い
ふ
の
は
、
一
に

秀
吉
が
博
多
で
發
し
た
突
然
の
バ
テ
レ
ン
追
放
令
、
二
に
サ
ン
・
フ

ェ
リ
ー
ペ
号
事
件
を
契
機
と
す
る
同
じ
く
秀
吉
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
會

修
道
士
達
二
十
六
人
に
對
す
る
容
赦
な
い
刑
殺
事
件
の
影
響
、
三
に

ヴ
ィ
ス
カ
イ
ー
ノ
の
日
本
沿
岸
測
量
事
件
に
つ
い
て
の
ア
ダ
ム
ス
の

警
告
、
そ
れ
を
受
け
て
の
家
康
・
秀
忠
の
激
怒
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
事
件
の
結
果
と
し
て
慶
長
十
八
年
の
家
康
に
よ
る
排
吉

利
支
丹
文
の
全
國
的
通
達
と
い
ふ
謂
は
ば
キ
リ
シ
タ
ン
排
擊
の
内
面
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化
が
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
邪
敎
視
・
排
擊
の
内
面
化
と
云
へ
ば
、
元
和
六
年
十

月
頃
（
一
六
二
〇
・
一
一
）
キ
リ
シ
タ
ン
棄
敎
の
禪
僧
不
干
齋
ハ
ビ

ア
ン
が
長
崎
で
執
筆
・
刊
行
し
た『
破
題
宇
子
』が
決
定
的
で
あ
つ
た
。

こ
の
猛
烈
に
戰
闘
的
な
キ
リ
シ
タ
ン
敎
義
へ
の
駁
論
の
書
の
出
現
が

日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
及
び
日
本
語
の
讀
め
る
南
蠻
系
の
神
父
・
イ
ル

マ
ン
達
に
と
つ
て
の
相
當
の
衝
擊
で
あ
つ
た
事
は
當
然
で
あ
る
。
そ

の
事
の
証
言
を
我
々
は
轉
び
バ
テ
レ
ン
と
し
て
や
が
て
有
名
に
な
る

元
来
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
澤
野
忠
庵
が
ま
だ
棄
敎
す
る
前
の
本
名
ク
リ

ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
名
で
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
長
崎

か
ら
イ
エ
ズ
ス
會
總
長
宛
て
に
發
し
た
書
簡
の
中
に
見
る
事
が
で
き

る
。
そ
し
て
そ
こ
で
も
フ
ェ
レ
イ
ラ
が
、
敎
徒
迫
害
の
最
大
の
理
由

は
将
軍
秀
忠
の
「
國
家
理
性
」
を
以
て
し
て
の
決
断
に
よ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
如
何
と
も
し
難
い
、
と
述
べ
て
ゐ
る
事
に
注
意
を
惹
か
れ

る
。卽

ち
十
七
世
紀
の
初
頭
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
日
本
に
入
國

し
宣
敎
活
動
に
從
事
し
て
ゐ
た
ス
ペ
イ
ン
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
敎

父
達
の
中
三
人
迄
も
が
日
本
に
於
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
の
主
要
な

原
因
は
歴
代
國
主
（
秀
吉
、
家
康
、
秀
忠
）
の
「
國
家
理
性
」
に
よ

る
判
断
の
結
果
で
あ
る
と
の
説
明
を
採
つ
て
ゐ
る
事
が
判
る
。
こ
れ

は
前
節
で
觸
れ
た
通
り
、
イ
タ
リ
ア
を
主
と
す
る
ラ
テ
ン
文
化
圏
で

「
國
家
理
性
」
の
概
念
が
廣
く
普
及
し
殆
ど
大
衆
化
し
て
ゆ
く
と
見

ら
れ
た
時
期
に
當
つ
て
ゐ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
主
体
と
す
る
イ
エ

ズ
ス
會
、
及
び
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
會
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ペ
イ
ン
系
修

道
會
の
海
外
布
敎
師
達
が
己
の
語
彙
の
中
に
こ
の
概
念
を
有
し
、
そ

れ
を
派
遣
さ
れ
た
外
國
に
於
い
て
、
殊
に
國
主
が
強
權
を
以
て
確
乎

た
る
統
治
を
行
つ
て
ゐ
る
日
本
の
様
な
國
に
於
い
て
、
國
内
政
治
と

對
外
関
係
の
双
方
で
そ
の
政
治
状
勢
を
觀
察
す
る
に
當
り
こ
の
概
念

を
適
用
し
て
考
へ
る
の
は
至
つ
て
自
然
の
事
で
あ
る
。

そ
し
て
宣
敎
師
達
の
語
彙
と
し
て
の
「
國
家
理
性
」
は
、
さ
す
が

に
マ
イ
ネ
ッ
ケ
が
諷
し
た
如
き
床
屋
政
談
的
な
俗
化
の
域
に
墜
ち
て

は
ゐ
な
か
つ
た
。
例
へ
ば
上
記
コ
ウ
ロ
ス
神
父
の
論
文
の
注
目
す
べ

き
結
論
と
し
て
、
彼
は
、
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
は
日
本
の
國
益

に
と
つ
て
必
要
上
已
む
を
得
な
い
「
國
家
理
性
」
の
發
動
と
し
て
の

強
硬
手
段
で
あ
る
、
故
に
こ
れ
に
對
抗
す
る
た
め
に
、
ス
ペ
イ
ン
國

王
も
亦
、
自
ら
「
國
家
理
性
」
に
基
づ
い
て
事
態
の
解
決
を
圖
る
べ

き
だ
、
そ
れ
は
卽
ち
ス
ペ
イ
ン
人
修
道
士
全
員
に
日
本
か
ら
の
退
去

を
命
ず
る
事
だ
、
と
結
ぶ
。
謂
は
ば
コ
ウ
ロ
ス
は
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害

に
は
日
本
側
に
理
が
あ
る
と
見
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
に

於
け
る
イ
エ
ズ
ス
會
の
眞
劍
に
し
て
慎
重
な
傳
道
事
業
に
對
し
、
後
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進
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
系
の
托
鉢
修
道
會
士
達
の
功
名
争
ひ
と
も
映
ず

る
強
引
な
布
敎
方
法
が
甚
だ
し
く
障
害
に
な
る
と
の
イ
エ
ズ
ス
會
側

の
不
満
と
抗
議
と
を
代
辯
し
て
ゐ
る
に
は
違
ひ
な
い
。
當
時
は
ス
ペ

イ
ン
國
王
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
國
王
を
兼
攝
し
て
ゐ
る
期
間
（
一
五
八
〇

―
一
六
四
〇
）
に
當
つ
て
ゐ
た
。
從
っ
て
コ
ウ
ロ
ス
神
父
の
訴
へ
は

自
國
の
國
王
に
向
け
て
の
國
家
理
性
の
發
露
の
要
請
と
い
ふ
事
に
な

る
。只

、
時
の
ス
ペ
イ
ン
國
王
フ
ェ
リ
ー
ペ
四
世
が
、
前
節
で
觸
れ
た

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
ラ
・
カ
ー
サ
が
時
の
ス
ペ
イ
ン
國
王
カ
ル
ロ
ス

一
世
に
對
し
、
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
領
の
返
還
を
國
家
理
性
に
訴
へ
て

促
し
た
の
に
對
す
る
國
王
の
反
應
と
同
様
、
こ
の
四
代
後
の
國
王
も

亦
自
ら
の
國
家
理
性
に
基
づ
い
て
如
何
な
る
反
應
を
返
し
た
の
か
は

傳
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
の
語
彙
の
問
題

こ
の
日
本
近
世
史
に
於
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
エ
ズ
ス
會
士
と
イ

エ
ズ
ス
會
總
長
及
び
ス
ペ
イ
ン
國
王
と
の
間
で
取
交
さ
れ
た
「
國
家

理
性
」
を
字
眼
と
し
て
の
國
策
問
答
は
、
現
代
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究

者
達
の
博
捜
と
精
緻
な
史
料
研
究
に
も
拘
ら
ず
、
お
そ
ら
く
一
般
史

家
や
政
治
學
者
達
の
注
意
を
惹
く
歴
史
的
插
話
と
な
つ
て
ゐ
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
諸
氏
の
中
、
管
見
の
及
ぶ
か

ぎ
り
誰
一
人
と
し
て
史
料
に
表
れ
るratio status

の
概
念
を
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
に
せ
よ
ス
ペ
イ
ン
語
に
せ
よ
、
そ
れ
に
「
國
家
理
性
」

と
い
ふ
國
語
を
充
て
る
事
を
せ
ず
、
誰
も
が
言
ひ
合
せ
た
様
に
〈
國

是
〉
と
い
ふ
譯
語
で
片
付
け
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る（

5
（

。
此
は

或
る
意
味
で
不
思
議
な
ほ
ど
の
手
抜
か
り
で
あ
る
。
單
純
に
國
語
の

文
脈
の
中
で
考
へ
て
み
て
も
、國
是
と
い
ふ
單
語
に
は
「
國
家
理
性
」

と
い
ふ
複
合
語
の
原
意
が
有
つ
緊
急
避
難
的
・
超
法
規
的
な
必
要
性

の
緊
迫
感
は
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
。

此
は
例
へ
ば
明
治
維
新
前
夜
、
文
久
四
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け

て
京
都
御
所
の
一
室
で
計
八
回
開
催
さ
れ
た
元
治
國
是
會
議
（
文
久

四
年
二
月
二
十
日
、
元
治
と
改
元
）
の
事
例
を
考
へ
て
み
れ
ば
十
分

わ
か
る
で
あ
ら
う
。
孝
明
天
皇
親
臨
の
下
、
公
家
と
武
家
の
代
表

二
十
人
近
く
が
今
後
國
家
の
執
る
べ
き
基
本
方
針
を
議
題
に
し
て

延
々
た
る
長
談
義
に
耽
つ
た
。
こ
の
様
に
参
加
者
一
同
が
一
應
満
足

で
き
る
様
な
合
意
形
成
に
成
功
し
た
結
果
成
立
す
る
國
是
な
る
も
の

に
、「
國
家
理
性
」
の
概
念
に
潜
む
緊
急
避
難
的
性
格
は
あ
り
様
が

な
い
。

か
う
し
て
現
代
の
歴
史
家
達
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀
の
末
期
に

来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス
會
士
達
の
眼
に
は
見
え
て
ゐ
た
、
日
本
國
の
三
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代
の
國
主
が
發
揮
し
た
決
然
た
る
「
國
家
理
性
」
の
役
割
を
認
識
す

る
事
が
で
き
な
か
つ
た
。
或
る
現
象
を
言
ひ
表
す
言
葉
を
知
ら
な
け

れ
ば
そ
の
現
象
の
認
識
が
成
立
た
な
い
事
の
好
箇
の
事
例
で
あ
る
。

現
代
の
歴
史
家
達
が
「
國
家
理
性
」
と
い
ふ
概
念
の
枠
を
適
用
し

て
歴
史
を
見
る
視
覺
を
も
た
な
か
つ
た
故
に
犯
し
た
誤
認
の
事
例
は

數
多
く
あ
る
。そ
の
例
と
し
て
直
ち
に
筆
者
が
思
ひ
浮
か
べ
る
の
は
、

文
永
十
一
年
、
弘
安
四
年
の
二
度
に
亙
る
元
冦
を
克
服
し
た
執
權
北

條
時
宗
以
下
の
鎌
倉
幕
府
の
國
家
防
衛
行
動
へ
の
評
價
の
歪
み
で
あ

る
。
蒙
古
襲
来
と
い
ふ
未
曾
有
の
國
難
を
敢
然
と
克
服
し
得
た
鎌
倉

武
士
の
行
動
こ
そ
が
、
弘
安
二
年
に
元
使
を
敢
然
と
し
て
斬
殺
さ
せ

た
時
宗
の
一
見
無
法
の
如
き
処
置
を
も
含
め
て
、日
本
に
於
け
る「
國

家
理
性
」の
覺
醒
と
そ
の
發
動
を
研
究
す
る
恰
好
の
資
料
で
あ
つ
た
。

と
こ
ろ
が
皮
肉
な
事
に
神
風
と
呼
ば
れ
る
天
佑
神
助
の
惠
賚
が
、

歴
史
家
達
全
て
と
は
言
は
ぬ
ま
で
も
後
世
の
國
民
の
眼
を
眩
惑
し

た
。
人
々
は
幕
府
中
枢
部
の
驅
使
し
た
「
國
家
理
性
」
へ
の
十
分
な

分
析
を
怠
り
、
神
風
と
い
ふ
天
賚
の
恩
惠
を
過
大
視
し
て
國
難
克
服

の
奇
蹟
に
對
す
る
答
と
し
て
し
ま
つ
た
。
此
の
事
の
弊
は
大
き
い
。

昭
和
十
九
年
秋
か
ら
二
十
年
の
夏
に
か
け
て
、
神
風
の
名
を
冠
す

る
事
に
よ
つ
て
奇
蹟
の
發
現
を
信
ず
る
言
動
が
日
本
を
覆
っ
て
ゐ
た

時
、
日
本
人
は
或
る
意
味
で
理
性
が
麻
痺
し
て
ゐ
た
。
そ
の
事
は
卽

ち
國
家
の
中
枢
部
に
於
け
る
「
國
家
理
性
」
も
亦
機
能
を
喪
失
し
て

ゐ
た
故
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
。

（
四
）
現
代
史
へ
の
適
用
の
試
み

滿
洲
事
變
と
國
際
聯
盟
脱
退

日
本
の
近
世
史
に
於
い
て
、
南
蠻
人
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
ラ
テ
ン
系

文
化
圏
か
ら
来
た
一
部
の
知
識
人
の
眼
に
は
見
え
て
ゐ
た
日
本
の
國

主
三
代
に
於
け
る
國
家
理
性
の
決
定
的
な
役
割
が
、
こ
の
語
を
知
ら

な
か
つ
た
ば
か
り
に
日
本
近
代
の
歴
史
家
達
の
認
識
す
る
所
と
な
ら

な
か
つ
た
。そ
れ
故
に
元
冦
の
擊
退
へ
の
彼
等
の
認
識
不
足
が
あ
り
、

連
想
が
つ
い
神
風
特
攻
隊
の
悲
劇
に
ま
で
及
ん
だ
の
は
筆
者
の
平
生

の
感
傷
の
爲
せ
る
蛇
足
で
あ
る
。
國
家
理
性
と
い
ふ
視
覺
枠
の
近
現

代
史
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
此
と
は
全
く
別
の
効
能
も
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
結
び
の
節
で
は
そ
れ
を
少
し
く
試
み
た
い
。

本
稿
の
元
来
の
主
題
を
復
習
、
確
認
し
て
お
く
と
す
れ
ば
、
マ
キ

ア
ヴ
ェ
リ
の
政
治
哲
學
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、
國
家
の
浮
沈
は
そ
の

國
家
の
力
量
と
そ
の
國
を
取
り
巻
く
運
命
と
の
間
の
緊
迫
し
た
状
態

を
、
國
家
が
如
何
に
し
て
乘
り
越
え
て
ゆ
く
か
に
懸
っ
て
ゐ
る
、
と

の
敎
説
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
爲
政
者
は
運
命
の
強
壓
に
打
ち
克
つ
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た
め
に
、
國
家
の
力
量
が
一
般
的
道
徳
法
則
に
違
反
し
て
で
も
強
惡

な
手
段
を
取
ら
ざ
る
を
得
ぬ
事
態
が
起
つ
た
時
、
そ
の
強
權
發
動
の

必
要
性
を
見
抜
く
機
轉
を
具
へ
て
ゐ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
要

請
が
發
す
る
。

こ
の
要
請
に
應
へ
、
緊
急
の
必
要
を
認
め
て
國
家
が
強
い
行
動
を

敢
へ
て
し
た
現
代
史
上
の
現
實
の
例
を
、
筆
者
は
満
洲
事
變
と
そ
の

前
夜
の
関
東
軍
の
行
動
に
認
め
ら
れ
る
と
考
へ
る
。

こ
の
場
合
、
昭
和
六
年
九
月
の
満
洲
事
變
の
勃
發
か
ら
八
年
五
月

の
塘
沽
停
戰
協
定
成
立
ま
で
の
一
般
史
と
し
て
の
文
脈
で
事
變
の
經

過
を
ど
う
見
る
か
、
以
下
の
考
察
の
前
提
と
し
て
筆
者
の
所
見
と
解

釋
を
述
べ
て
お
く
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
が
、
紙
幅

の
制
約
上
そ
れ
は
で
き
な
い
。
取
り
敢
へ
ず
、
筆
者
の
所
見
は
故
中

村
粲
氏
の
著
作
『
大
東
亜
戰
争
へ
の
道
』（
平
成
二
年
、
展
轉
社
）

と
殆
ど
同
じ
で
あ
り
、
該
書
に
代
辯
し
て
も
ら
つ
て
ゐ
る
に
等
し
い

と
だ
け
述
べ
て
お
く
。
但
し
昭
和
三
年
六
月
四
日
の
張
作
霖
爆
殺
事

件
に
つ
い
て
は
中
村
氏
は
〈
…
…
北
伐
軍
が
北
京
に
迫
る
に
及
ん
で

特
別
列
車
で
奉
天
へ
引
揚
げ
る
途
中
、
関
東
軍
一
部
将
校
に
よ
つ
て

爆
殺
さ
れ
た
〉
と
、
該
書
執
筆
當
時
の
通
説
を
一
言
紹
介
す
る
だ
け

に
停
め
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
中
村
氏
の
生
前
に
は
、
そ
の
後
に
生
じ
た

事
件
の
眞
相
に
つ
い
て
の
重
大
な
異
説
・
新
説
が
ま
だ
歴
史
學
界
の

話
題
に
な
つ
て
は
居
な
か
つ
た
故
で
あ
る
。

問
題
は
事
變
の
現
實
の
發
端
で
あ
つ
た
柳
條
湖
の
鐵
道
爆
破
事
件

を
ど
う
見
る
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
が
中
村
氏
の
ペ
ン
を
借
り
て
言
ふ

な
ら
ば
〈
関
東
軍
作
戰
主
任
参
謀
石
原
莞
爾
中
佐
の
綿
密
な
計
画
力

と
同
高
級
参
謀
板
垣
征
四
郎
大
佐
の
實
力
が
結
合
し
て
推
進
さ
れ

た
〉
謀
略
工
作
で
あ
り
、
こ
の
爆
破
（
極
く
小
規
模
な
破
損
で
、
目

的
は
む
し
ろ
爆
音
を
響
か
せ
る
事
に
あ
つ
た
と
云
ふ
）
を
支
那
軍
の

仕
業
と
し
、
張
學
良
軍
閥
の
據
點
で
あ
つ
た
奉
天
北
大
營
に
攻
擊
を

仕
掛
け
占
領
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
口
實
と
し
て
や
が
て
満
洲
に
戰

火
を
擴
げ
る
に
至
つ
た
事
は
慥
か
に
教
科
書
的
歴
史
の
説
く
通
り
で

あ
る
。

だ
が
引
續
い
て
中
村
氏
の
史
筆
を
借
り
て
言
ふ
な
ら
ば
、〈
危
險

な
ガ
ス
の
充
満
す
る
満
洲
で
、
現
實
に
柳
條
溝

（
マ
マ
（

の
満
鐵
爆
破
事
件

と
い
ふ
マ
ツ
チ
を
擦
つ
た
の
が
日
本
側
で
あ
つ
た
〉
事
は
隠
し
様
の

な
い
事
實
で
あ
る
が
、
然
し
〈
柳
條
溝

（
マ
マ
（

事
件
は
無
數
の
原
因
の
累

積
の
上
に
加
へ
ら
れ
た
最
後
の
小
原
因
―
―
英
語
で
云
ふthe last 

straw
の
如
き
も
の
だ
つ
た
〉。
満
洲
事
變
は
以
後
の
東
亜
の
大
動

亂
の
原
因
で
は
な
く
、
四
半
世
紀
に
亙
る
支
那
側
の
排
日
侮
日
政
策

の
必
然
的
結
果
で
あ
つ
た
、
と
の
結
論
に
な
る
。

そ
の
排
日
侮
日
政
策
の
實
踐
と
し
て
の
日
本
側
の
受
け
た
被
害
で
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あ
る
が
、
昭
和
二
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
日
支
間
の
外
交
交
渉
の
俎

上
に
上
つ
た
懸
案
件
數
は
み
す
ず
書
房
の
『
現
代
史
資
料
（（
』
に
據

れ
ば
二
百
四
十
件
に
上
り
、
こ
れ
に
當
時
日
本
國
民
で
あ
つ
た
在
満

朝
鮮
人
へ
の
迫
害
殺
害
事
件
を
加
へ
る
と
三
百
件
を
上
廻
り
、
又
昭

和
六
年
發
行
の
満
洲
靑
年
連
盟
の
調
査
資
料
に
據
る
と
昭
和
五
年
の

一
年
間
に
南
満
洲
鐵
道
及
び
そ
の
付
属
地
に
於
け
る
諸
種
の
破
壊
的

被
害
件
數
は
千
四
百
三
十
六
件
に
達
す
る
、
と
云
ふ
。

か
か
る
状
況
が
當
時
の
満
洲
の
地
に
於
い
て
日
本
の
國
權
が
直
面

し
て
ゐ
た
環
境
＝
運
命
だ
つ
た
。
こ
の
運
命
に
對
峙
し
て
ゐ
た
日
本

國
に
、
此
と
戰
ふ
力
量
は
決
し
て
無
い
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。
只
、

歐
米
を
中
心
勢
力
と
す
る
國
際
社
會
と
い
ふ
よ
り
大
き
な
環
境
の
思

は
く
を
考
慮
し
て
姑
く
己
の
力
を
抑
制
し
て
ゐ
た
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
力
を
揮
ふ
必
要
性
の
發
生
を
窺
ひ
、
遂
に
そ
の
機
を
摑
ん
だ

の
は
、
中
世
と
は
違
つ
て
國
家
元
首
で
は
な
く
、
関
東
軍
作
戰
参
謀

と
い
ふ
國
の
出
先
機
関
の
一
員
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
こ
の
参
謀
達
は

こ
の
時
明
ら
か
に
國
家
理
性
と
い
ふ
枠
内
に
身
を
置
き
、
そ
の
視
覺

を
以
て
己
の
環
境
を
觀
察
し
て
ゐ
た
。
も
し
彼
等
に
、
十
七
世
紀
初

期
の
イ
エ
ズ
ス
會
士
が
ス
ペ
イ
ン
國
王
に
向
か
つ
て
國
家
理
性
の
發

揮
を
訴
へ
た
の
と
同
様
の
資
格
が
あ
つ
た
と
し
た
ら
、
彼
等
は
必
ず

や
そ
の
手
段
を
行
使
し
た
で
あ
ら
う
。
然
し
彼
等
に
は
國
家
元
首
は

お
ろ
か
軍
令
の
最
高
權
力
た
る
参
謀
總
長
に
對
し
て
さ
へ
そ
れ
を
訴

へ
る
權
能
は
與
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
こ
で
已
む
を
得
ず
彼
等
は
國

家
に
代
つ
て
國
家
理
性
か
ら
の
判
断
を
下
し
て
行
動
す
る
よ
り
他
な

か
つ
た
。
し
か
も
こ
の
時
、昭
和
四
年
七
月
か
ら
六
年
十
二
月
ま
で
、

日
本
の
對
支
政
策
は
幣
原
喜
重
郎
と
い
ふ
典
型
的
な
反
國
家
理
性
の

外
務
大
臣
の
管
掌
下
に
あ
つ
た
。
こ
の
事
も
當
時
の
日
本
國
の
力
量

に
と
つ
て
は
運
命
の
障
壁
に
違
ひ
な
か
つ
た
。

満
洲
事
變
は
當
時
の
日
本
帝
國
の
力
量
に
よ
つ
て
端
的
に
成
功
を

收
め
た
が
、
此
を
見
て
歐
米
列
強
、
具
体
的
に
は
國
際
聯
盟
と
い
ふ

組
織
が
不
快
を
覺
え
た
。
そ
れ
は
他
者
の
成
功
を
嫉
視
し
、
憎
む
と

い
ふ
下
位
の
情
念
の
發
露
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
そ
の
嫉
妬
心
を
、

安
定
せ
る
秩
序
の
現
状
維
持
を
尊
重
す
る
と
い
ふ
如
き
美
辭
を
以
て

言
ひ
繕
ふ
事
は
い
く
ら
で
も
で
き
る
。

斯
く
て
昭
和
六
年
の
日
本
を
取
り
圍
む
國
際
環
境
と
い
ふ
運
命
の

壁
は
一
段
と
厚
さ
を
増
す
。
具
体
的
に
は
ア
メ
リ
カ
國
務
長
官
ス
チ

ム
ソ
ン
の
満
洲
新
事
態
を
承
認
せ
ず
と
の
宣
言
（
昭
和
七
年
一
月
）、

リ
ッ
ト
ン
調
査
團
の
満
洲
現
地
調
査
（
昭
和
七
年
四
月
―
六
月
）、

調
査
團
報
告
書
の
公
表
（
昭
和
七
年
十
月
）
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書

は
満
洲
に
於
け
る
日
本
の
既
得
權
益
を
相
應
に
認
め
、
日
貨
排
斥
工

作
の
不
當
性
に
も
理
解
を
示
し
て
ゐ
た
が
、
軍
隊
の
出
動
（
卽
ち
國
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家
理
性
の
發
露
）
を
正
當
と
認
め
ず
、
結
論
と
し
て
日
本
を
阻
外
し

た
形
で
の
満
洲
の
國
際
管
理
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
日
本

は
到
底
此
を
承
認
す
る
わ
け
に
ゆ
か
な
か
つ
た
。
こ
の
提
案
も
、
是

亦
日
本
の
國
家
理
性
を
全
面
的
に
否
定
す
る
形
を
と
つ
て
ゐ
た
か
ら

で
あ
る
。

昭
和
八
年
二
月
十
五
日
國
際
聯
盟
は
右
の
主
旨
を
最
終
勸
告
案
と

し
て
日
本
に
突
き
つ
け
て
来
た
。
齋
藤
實
内
閣
は
閣
議
決
定
と
し
て

こ
の
勸
告
を
拒
否
し
、
國
民
輿
論
は
激
昻
し
た
。
聯
盟
脱
退
が
國
民

大
衆
の
大
多
數
の
聲
と
な
つ
た
。
そ
れ
は
決
し
て
國
家
理
性
の
聲
で

は
な
か
つ
た
。
理
性
を
以
て
判
断
す
れ
ば
、
日
本
は
己
の
持
つ
道
理

を
枉
げ
て
で
も
、
聯
盟
と
い
ふ
世
界
の
文
明
國
の
壓
倒
的
多
數
を
敵

に
廻
す
事
の
危
險
は
回
避
す
べ
き
で
あ
つ
た
。

日
本
の
首
席
全
權
代
表
と
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
國
際
聯
盟
臨
時
總

會
に
臨
ん
だ
松
岡
洋
右
は
明
ら
か
に
日
本
の
國
家
理
性
を
一
身
に
体

現
し
た
人
物
だ
つ
た（

6
（

。
そ
の
點
で
は
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
を
鵜
呑
み
に

し
て
し
ま
へ
ば
よ
い
と
元
老
に
洩
ら
さ
れ
た
昭
和
天
皇
と
全
く
一
致

し
て
ゐ
た
。
聯
盟
の
勸
告
案
を
拒
否
し
て
日
本
が
世
界
で
孤
立
無
援

の
境
涯
に
陥
る
事
の
危
險
を
松
岡
は
見
抜
い
て
ゐ
た
。
卽
ち
國
際
環

境
と
い
ふ
運
命
に
對
抗
し
て
こ
れ
に
打
ち
勝
つ
だ
け
の
力
量
が
日
本

に
は
な
い
事
を
知
つ
て
ゐ
た
。
然
し
何
分
に
も
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
美
酒
に
酔
い
痴
れ
た
國
民
大
衆
が
聯
盟
脱
退
を
絶
叫
し
、
政
府
が

閣
議
決
定
の
結
果
と
し
て
脱
退
を
訓
令
し
て
来
た
以
上
、
松
岡
一
人

の
裁
量
で
勸
告
に
妥
協
し
て
聯
盟
内
に
留
ま
る
と
い
つ
た
決
定
は
で

き
な
い
。
二
月
二
十
四
日
の
聯
盟
總
會
は
周
知
の
通
り
四
十
二
對
一

の
大
差
を
以
て
聯
盟
の
勸
告
案
を
採
擇
し
、
松
岡
の
代
辯
す
る
國
家

理
性
の
聲
は
國
際
輿
論
と
い
ふ
運
命
の
壁
の
前
に
空
し
く
消
え
て
ゆ

く
他
な
か
つ
た
。

第
一
次
上
海
事
變
と
大
東
亞
戰
争
終
戰
工
作

聯
盟
總
會
で
の
、
タ
イ
國
の
棄
權
を
除
い
て
も
四
二
對
一
と
い
ふ

日
本
の
主
張
の
大
敗
は
象
徴
的
だ
つ
た
。
此
は
昭
和
二
十
年
八
月
の

彼
我
の
實
力
對
決
の
結
果
が
出
る
ま
で
、
日
本
の
力
量
が
孤
立
無
援

と
い
ふ
運
命
へ
の
挑
戰
に
敗
北
を
續
け
る
苦
難
の
予
兆
だ
つ
た
。
こ

れ
以
後
の
日
本
は
米
・
英
・
支
・
蘇
の
連
合
諸
國
が
共
謀
し
て
仕
掛

け
て
く
る
陥
穽
に
次
々
に
陥
る
と
い
ふ
形
で
遂
に
昭
和
十
六
年
十
二

月
の
對
米
英
宣
戰
布
告
に
踏
み
き
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

こ
の
過
程
で
、
そ
の
初
期
に
當
る
昭
和
七
年
一
月
末
勃
發
の
第
一

次
上
海
事
變
收
拾
の
際
に
陸
軍
の
白
川
義
則
大
将
が
見
せ
た
、
際
立

つ
て
見
事
な
國
家
理
性
の
發
露
と
い
ふ
事
態
は
記
憶
に
遺
る
。
こ
れ

も
實
は
昭
和
天
皇
が
白
川
将
軍
に
與
へ
た
内
密
の
命
令
を
将
軍
が
忠
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實
に
遵
守
し
た
故
に
收
め
得
た
成
果
で
あ
つ
た
事
を
、
今
で
は
多
く

の
人
が
知
つ
て
ゐ
よ
う
。

た
ぶ
ん
こ
の
一
件
あ
た
り
を
最
後
と
し
て
、
以
後
日
本
國
は
國
家

の
行
動
に
當
つ
て
國
家
理
性
を
以
て
し
て
の
苦
し
い
判
断
を
強
ひ
ら

れ
る
機
會
に
遭
遇
し
て
ゐ
な
い
。
こ
の
様
に
言
ふ
と
、そ
れ
は
違
ふ
、

開
戰
の
決
定
を
含
め
て
、
國
と
し
て
伸
る
か
反
る
か
の
選
擇
に
決
断

を
迫
ら
れ
た
機
會
は
幾
度
も
あ
つ
た
は
ず
だ
と
の
反
論
を
寄
せ
ら
れ

る
方
が
多
く
居
ら
れ
よ
う
。
だ
が
筆
者
の
見
を
以
て
す
れ
ば
、
そ
れ

ら
の
選
擇
に
際
し
て
日
本
は
運
命
の
課
し
て
く
る
必
要
性
に
直
面
し

て
殆
ど
常
に
受
身
に
立
ち
、
こ
れ
以
外
に
方
途
は
な
い
と
の
選
擇
を

迫
ら
れ
て
昭
和
二
十
年
の
夏
の
終
局
に
至
つ
た
の
だ
と
考
へ
る
。
近

年
の
或
る
歴
史
修
正
主
義
の
一
書（

（
（

の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、
日
本

は
ア
メ
リ
カ
の
強
力
な
戰
争
へ
の
意
志
に
嵌
め
込
ま
れ
て
あ
の
破
局

に
引
摺
り
落
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
戰
争
回
避
の
た
め
の
ど
の
様
な
手

段
を
講
じ
よ
う
と
も
結
局
行
き
着
く
先
は
同
じ
事
に
な
つ
た
で
あ
ら

う
。そ

れ
で
も
な
ほ
一
つ
、
こ
の
考
証
の
結
び
と
し
て
、
昭
和
十
二
年

以
降
の
八
年
に
亙
る
苦
し
い
戰
争
の
結
び
の
部
分
で
日
本
が
示
し
た

國
家
理
性
の
最
後
の
決
断
に
つ
い
て
觸
れ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
改
め
て
言
ふ
ま
で
も
な
い
、
昭
和
二
十
年
八
月
半
ば
に
生

じ
た
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
と
い
ふ
形
で
の
日
本
の
大
戰
争
終
結

の
方
策
に
於
い
て
果
し
た
理
性
的
判
断
で
あ
る
。

日
本
の
大
東
亜
戰
争
終
結
工
作
の
苦
心
と
そ
の
辛
う
じ
て
時
期
を

失
せ
ず
に
濟
ん
だ
成
功
に
つ
い
て
は
、
是
ま
で
に
も
實
に
多
く
の
史

料
的
研
究
と
記
錄
文
學
的
叙
述
が
公
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
本
稿
の
筆
者

に
も
、
鈴
木
貫
太
郎
首
相
と
そ
の
内
閣
の
果
し
た
苦
心
惨
憺
の
終
戰

工
作
に
向
け
て
の
頌
歌
に
類
す
る
一
篇
が
あ
る
。
今
更
此
処
に
そ
の

切
り
詰
め
た
摘
要
を
さ
へ
再
掲
す
る
だ
け
の
紙
幅
の
餘
裕
も
な
い
の

で
そ
れ
は
敢
へ
て
せ
ず
に
お
く
。

只
、
言
へ
る
事
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
表
明
さ
れ
た
米
・
英
・
支
・

蘇
四
箇
國
の
提
示
す
る
條
件
に
同
意
し
て
直
ち
に
鉾
を
收
め
る
か
、

継
戰
派
の
軍
人
の
主
張
に
從
つ
て
本
土
決
戰
と
い
ふ
最
後
の
賭
に
出

る
か
、
當
時
の
國
論
は
分
裂
し
て
ゐ
た
。
最
高
戰
争
指
導
會
議
に
も

こ
の
分
裂
は
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
て
ゐ
て
そ
の
場
で
の
結
論
は
得

ら
れ
さ
う
に
な
か
つ
た
。

か
う
い
ふ
場
面
こ
そ
が
、
國
家
理
性
が
物
を
言
ふ
べ
き
機
會
で
あ

る
。
宣
言
受
諾
派
に
は
そ
れ
が
あ
つ
た
。
そ
こ
に
昭
和
天
皇
が
總
理

の
謹
ん
で
の
請
に
應
じ
て
憲
政
史
上
異
例
の
御
自
身
の
政
治
的
判
断

を
宣
べ
ら
れ
、
ポ
宣
言
受
諾
に
よ
る
戰
争
の
終
結
が
決
ま
つ
た
の
だ

つ
た
。
天
皇
の
御
發
言
は
文
字
通
り
に
國
家
理
性
の
鶴
の
一
聲
で
あ
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つ
た
。

此
は
既
に
多
く
の
先
學
の
考
証
が
確
認
し
て
ゐ
る
如
く
、
憲
政
史

上
の
例
外
で
あ
る
。
國
家
意
志
の
發
現
は
國
政
の
分
野
で
は
内
閣
の

責
任
に
於
い
て
、軍
令
の
分
野
で
は
統
帥
部（
参
謀
總
長
・
軍
令
部
長
）

の
責
任
に
於
い
て
爲
さ
れ
る
。
つ
ま
り
國
家
理
性
の
行
使
も
最
終
的

に
は
政
・
軍
共
に
輔
弼
の
臣
の
責
任
に
属
す
る
。
天
皇
の
聖
断
を
仰

い
で
國
策
を
決
定
す
る
の
は
輔
弼
の
臣
の
責
任
抛
棄
に
當
る
。
通
常

の
事
態
で
は
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
事
で
あ
る
。

現
在
は
ど
う
な
の
か

聖
断
に
よ
る
終
戰
の
實
現
と
い
ふ
異
例
の
事
態
が
生
じ
て
よ
り
、

既
に
七
十
五
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
ゐ
る
。
終
戰
か
ら
二
十
年
目
に
當

る
昭
和
四
十
年
に
、
學
界
は
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
『
近
代
史
に
於
け
る
國

家
理
性
の
理
念
』な
る
書
物
の
紹
介
に
接
し
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
國
家
理
性
と
戰
争
終
結
の
方
策
と
の
関
聯
に
思
ひ
及
ぶ
様
な
説

は
現
れ
る
事
無
く
、
そ
の
後
も
一
見
平
穏
無
事
に
歳
月
は
流
れ
た
。

一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
ま
で
生
き
た
マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
、

晩
年
に
己
の
國
家
理
性
の
敎
説
が
既
に
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
事
を

薄
々
と
感
じ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
推
測
を
先
に
記
し
た
。

そ
れ
は
ヒ
ト
ラ
ー
主
義
と
い
ふ
妖
怪
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
現
れ
、
國
家

理
性
な
る
概
念
枠
で
は
到
底
説
明
の
つ
か
ぬ
底
の
理
性
の
蹂
躙
を
敢

へ
て
し
た
事
の
解
釋
に
窮
し
た
故
で
あ
ら
う
。
更
に
は
國
際
聯
盟
と

い
ふ
諸
國
の
政
府
の
一
段
上
に
位
す
る
權
威
を
有
し
な
が
ら
國
家
理

性
に
相
當
す
る
判
断
力
を
見
せ
る
事
無
き
ま
ま
に
一
九
四
六
年
に
は

解
消
し
て
國
際
連
合
に
役
割
を
譲
つ
て
し
ま
つ
た
、
そ
の
無
力
に
幻

滅
を
覺
え
た
と
い
ふ
事
も
あ
つ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
つ
け
て
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
國
際
社
會
に
は
、
實

は
ヒ
ト
ラ
ー
主
義
の
最
惡
の
増
長
期
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
理
性
の

破
壊
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
の
を
如
何
す
べ
き
か
。
そ
れ
は
改
め
て
言

ふ
ま
で
も
な
い
、
中
國
共
産
党
の
習
近
平
政
權
の
爲
し
つ
つ
あ
る
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
で
あ
り
、
更
に
南
支
那
海
の
海
域
に
於
い
て
停
ま
る
処

を
知
ら
ぬ
攻
擊
的
覇
權
主
義
で
あ
る
。

彼
等
の
奉
じ
て
ゐ
る
國
家
行
動
の
格
率
は
端
的
に
政
治
的
必
要
の

一
語
に
盡
き
る
。
そ
の
必
要
と
は
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
の
本
源
の
姿

に
於
け
る
如
き
力
量
と
運
命
と
の
切
迫
し
た
緊
張
関
係
か
ら
生
ず
る

已
む
を
得
ざ
る
必
要
性
で
は
な
い
。
自
分
の
粗
野
で
利
己
的
な
欲

望
に
そ
の
粉
飾
と
し
て
政
治
的
必
要
の
名
を
冠
し
て
ゐ
る
だ
け
で
あ

る
。
し
か
も
彼
等
の
行
動
原
理
と
し
て
の
政
治
的
必
要
は
國
益
の
た

め
で
さ
へ
な
く
、
党
派
の
利
權
で
あ
り
、
政
權
内
の
有
力
な
個
人
の

金
錢
欲
を
充
す
必
要
で
し
か
な
い
。
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理
性
的
思
考
と
は
凡
そ
縁
の
無
い
こ
の
様
な
國
家
と
國
民
を
一
衣

帶
水
の
距
離
に
隣
人
と
し
て
持
つ
我
々
は
、
こ
の
面
か
ら
し
て
も
國

家
行
動
の
格
率
と
し
て
の
國
家
理
性
の
理
念
は
我
々
の
現
實
的
應
用

に
は
堪
へ
な
い
骨
董
的
概
念
語
で
し
か
な
い
と
思
ひ
が
ち
で
あ
る
。

だ
が
此
処
で
一
歩
立
ち
停
つ
て
、
四
百
年
の
昔
、
イ
エ
ズ
ス
會
士
の

眼
に
見
事
な
國
家
理
性
の
發
露
と
映
つ
た
我
が
國
三
代
の
武
人
國
王

の
事
蹟
を
思
ひ
返
し
て
み
よ
う
。
い
や
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
發
祥

期
に
於
け
る
國
家
理
性
の
本
源
の
姿
は
、
端
的
に
國
家
の
力
量
の
用

ゐ
方
に
つ
い
て
の
原
理
で
あ
り
、
運
命
と
の
戰
ひ
に
於
い
て
懲
り
ず

ま
に
奉
ず
べ
き
格
率
で
あ
つ
た
事
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
苛
烈

な
る
現
代
の
國
際
社
會
に
於
け
る
安
全
保
障
の
最
大
の
條
件
は
、
國

際
関
係
の
法
的
秩
序
が
常
に
公
正
に
維
持
さ
れ
て
あ
る
と
い
ふ
事
で

あ
る
。
そ
の
秩
序
を
安
定
し
た
形
で
保
持
す
べ
き
要
因
は
端
的
に
武

力
・
軍
事
力
以
外
に
な
い
。
こ
の
力
を
そ
れ
が
あ
る
べ
き
様
に
統
御

す
る
健
全
な
國
家
理
性
の
機
能
に
つ
い
て
、
我
々
は
も
う
一
度
歴
史

に
學
び
直
す
根
氣
を
持
つ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

注

 

（　

マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
該
著
の
第
一
章
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル

（
マ
マ
（リ

」
の
冒
頭
で
こ
の
名

が
生
ま
れ
る
以
前
の
國
家
理
性
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
單
に
觸
れ
て
ゐ
る
。
本

稿
の
第
二
節
で
再
度
極
く
切
り
詰
め
て
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。

2　

中
央
公
論
社
「
世
界
の
名
著
」
マ
イ
ネ
ッ
ケ
篇
の
巻
頭
に
載
せ
ら
れ
た
責

任
編
集
者
林
健
太
郎
氏
の
解
説
に
そ
の
様
に
回
想
さ
れ
て
ゐ
る
。

（　

和
辻
哲
郎
は
昭
和
二
十
六
年
執
筆
の
論
文
「
埋
も
れ
た
日
本
」
に
於
い
て
、

そ
の
付
題
に
謂
ふ
所
の
〈
吉
利
支
丹
渡
来
時
代
前
夜
に
於
け
る
日
本
の
思
想

的
状
況
〉
を
考
察
し
た
が
、
そ
の
中
で
戰
國
時
代
の
武
将
達
の
家
訓
・
掟
書

の
類
を
概
觀
し
、
就
中
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
『
多
胡
辰
敬
家
訓
』
を
擧

げ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
多
胡
が
家
訓
の
中
に
最
重
要
の
字
眼
と
し
て
「
算
用
」

な
る
語
を
用
ゐ
て
ゐ
る
の
を
手
懸
り
に
、
こ
の
戰
國
の
田
舎
武
将
に
合
理
的

思
惟
の
十
分
な
成
熟
を
見
た
か
ら
で
あ
る
。
多
胡
に
つ
い
て
は
や
が
て
『
日

本
倫
理
思
想
史
』（
昭
和
三
十
七
年
）
の
中
で
も
十
分
な
考
察
を
費
や
し
て
ゐ

る
。

4　

小
堀
桂
一
郎
編
『
東
西
の
思
想
闘
争
』（
平
成
六
年
、
中
央
公
論
社
刊
）
に

收
め
た
本
人
の
「
普
遍
主
義
の
挑
戰
と
日
本
の
應
答
―
―
近
世
に
於
け
る
對

決
・
サ
ヴ
ィ
エ
ル
か
ら
シ
ド
チ
ま
で
」
を
指
す
。

5　

こ
の
項
目
に
つ
い
て
筆
者
は
Ｊ
・
Ｌ
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス－

タ
ラ
ド
リ
ス
原
著 

・
佐
久
間
正
譯
「
十
六
・
七
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
國
是
と
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
」

（
昭
和
四
十
五
年
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
十
三
輯
所
載
）
な
る
論
文
に
非
常

に
多
く
を
負
う
て
ゐ
る
が
、
そ
の
論
題
へ
の
疑
義
が
考
察
の
出
發
點
と
な
つ

た
。
同
様
の
恩
惠
を
受
け
た
の
が
、
井
手
勝
美
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
史
研
究

序
説
』（
平
成
七
年
・
ペ
リ
カ
ン
社
刊
）
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
『
日
本
切
支
丹

宗
門
史
』（
吉
田
小
五
郎
譯
、
昭
和
十
三
年
、
岩
波
文
庫
、
全
三
巻
）
高
瀬
弘

一
郎
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
研
究
』（
昭
和
五
十
二
年
、
岩
波
書
店
）
の
諸
書

で
あ
る
。

6　

松
岡
洋
右
（
明
治
十
三
年
―
昭
和
二
十
一
年
）
は
現
代
史
家
の
間
で
毀
譽
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褒
貶
相
半
ば
し
て
来
た
人
物
で
あ
る
。
殊
に
平
成
十
八
年
七
月
に
公
表
さ
れ

た
所
謂
「
富
田
メ
モ
」
の
中
に
、
昭
和
天
皇
が
松
岡
を
嫌
っ
て
を
ら
れ
た
ら

し
い
お
言
葉
の
傳
聞
が
記
し
て
あ
つ
て
、
六
十
年
後
に
更
に
死
者
に
鞭
打
つ

如
き
酷
評
が
加
へ
ら
れ
た
の
は
異
様
な
事
だ
つ
た
。
だ
が
富
田
メ
モ
の
如
き

不
純
な
動
機
で
作
ら
れ
た
回
想
記
の
言
辭
な
ど
を
取
り
上
げ
る
事
自
体
が
史

家
の
良
心
に
と
つ
て
恥
づ
べ
き
業
で
あ
る
。
松
岡
の
外
交
官
と
し
て
又
政
治

家
と
し
て
の
評
價
に
つ
い
て
、
本
稿
の
筆
者
は
結
論
と
し
て
福
井
雄
三
著
『
よ

み
が
え
る
松
岡
洋
右
』（
平
成
二
十
八
年
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊
）
の
叙
述
に
同

意
見
で
あ
る
。
本
書
に
は
幣
原
善
重
郎
と
は
對
蹠
的
な
、
國
家
理
性
の
体
現

者
と
し
て
の
松
岡
の
外
交
活
動
の
神
髄
が
、
勿
論
そ
の
無
念
の
失
敗
を
も
含

め
て
活
寫
さ
れ
て
ゐ
る
。

（　

直
接
筆
者
の
念
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ラ
ー
著
『
太

平
洋
戰
争
・
ア
メ
リ
カ
に
嵌
め
ら
れ
た
日
本
』（
平
成
2（
年
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
）
の
表

題
と
主
旨
で
あ
る
が
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ト
ー
ク
ス
著
『
戰
争
犯
罪
國
は
ア
メ

リ
カ
だ
っ
た
』（
平
成
二
十
八
年
、
ハ
ー
ト
出
版
）
他
、
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー

ト
著
『
東
京
裁
判
と
い
う
茶
番
』（
平
成
二
十
八
年
、
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
）

等
の
所
謂
歴
史
修
正
主
義
の
觀
點
か
ら
書
か
れ
た
現
代
史
論
は
皆
、
米
國
の

強
烈
な
戰
争
意
志
の
前
で
は
日
本
側
の
如
何
な
る
戰
争
回
避
工
作
も
所
詮
無

駄
で
あ
つ
た
と
の
見
方
で
一
致
し
て
ゐ
る
。




